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【表紙説明】
　低温度星周りの地球型惑星のイメージ。上部の分子モデルは右から水分子・L-アラニン・
多環芳香族炭化水素。
図：（左上）木星に衝突する天体のイメージ図、( 左下 ) In the Spirit of Lyot 2019 の国際
会議の記念品として作成したオリジナル扇子。（右下）ナンキョクカワノリに見つかった
近赤外線利用型光合成のポンチ絵。

画像提供 :
　Mitaka: (c)2005 加藤恒彦 , 4D2U Project, NAOJ ( 一部改変 )
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はじめに 
 

アストロバイオロジーとは、宇宙を舞台として生

命を宿せる場やその存在を探査し、地球上だけにと

らわれることなく生命の起源や進化を議論する新し

い学問です。天文学、惑星科学、生物学、生命化学、

地球科学、工学など非常に多岐にわたる学際的学問

と言えます。 

太陽系の外に存在する惑星（系外惑星）の探査が過去

約25年間に著しく進展したことを受け、宇宙に無数に存

在する系外惑星という「新世界」における生命を科学的

に議論できる土壌が急激に熟成しています。数千個もの

多種多様な系外惑星が既に発見されており、我々の太陽

系だけを基に理解されてきた惑星の形成や進化の研究に

革新を迫るだけでなく、生命の存在が可能なハビタブルゾーンにある地球に似た惑星の

探査観測も本格化しています。この状況はまさに、アストロバイオロジーの本格的な幕

開けの時代が来たと言えるでしょう。 

このような背景の下、大学共同利用機関法人自然科学研究機構では、系外惑星の研

究を柱としたアストロバイオロジーの展開を目指した新機関「アストロバイオロジー

センター」を 2015年4月に設立致しました。当センターの活動は順調に推移しており、

ここにお届けする年次報告の2019年度は、下記のような当センターが主導する第一期

の装置開発が進み、順調に科学的成果を上げつつある段階となりました。 

国内外におけるこれまでの系外惑星の研究の発展をさらに展開するためにも、当セ

ンターは不可欠な役割を果たします。すばる8メートル望遠鏡におけるSEEDSプロジェクト

により「第二の木星」や多数の「惑星形成現場」を直接に撮影することに成功したこ

とは、将来のTMT30メートル望遠鏡において、同様の手法で地球型惑星の撮像・分光に迫

るための基幹的技術の実証になります。その前段階として、すばる望遠鏡における超

補償光学系SCExAOと面分光器CHARISを用いた系外惑星の撮像分光観測が実現されてい

ます。10月に当センターが主催した国際会議Lyot2019は当該分野の研究者を世界中から

集めました。また、高精度赤外線分光器IRDや TESS衛星のフォローアップカメラシリー

ズMuSCAT1および2による、我々のごく近くにある多数の軽い恒星（太陽のような星と

は違う環境）での大規模な第二の地球の探査が本格化しています。そのような異環境

における生命の証拠の生物学的な研究も当センターのミッションであり、天文学と生

物学が密接に結びついた成果を引き続き活発に発信して行きたいと思います。 

 
アストロバイオロジーセンター センター長 田村 元秀 
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１．組織

1.1 アストロバイオロジーセンター組織図

運営委員会

センター長

1.2　職員数・研究組織・運営委員

平成 31 年度 /令和元年度：

( 令和２年３月３１日現在 )

常勤職員

センター長 ( 特任教授 ) 1
理事 1
外国人特命教授 2
研究教育職員 6

[ 内訳 ] 助教 6
年俸制職員 10

[ 内訳 ] 特任准教授 2
特任助教 3
特任研究員 5
特任専門員 1

非常勤職員 短時間契約職員 8

・幹部職員

理事			  常田　佐久	 （国立天文台台長）

センター長		  田村　元秀	 （CA, 本務：東京大学）

系外惑星探査プロジェクト室

アストロバイオロジー装置開発室

宇宙生命探査プロジェクト室

事務・広報
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・系外惑星探査プロジェクト室

室長・特任教授	 田村　元秀

特任准教授		  成田　憲保

助教			  中島　紀

特任助教		  掘　安範

RCUH		  工藤　智幸

RCUH		  原川　紘季
研究支援員		  神鳥　亮

研究支援員		  渡部　紀治
研究支援員		  西海　拓

・宇宙生命探査プロジェクト室

室長・特任准教授	 滝澤　謙二

特命教授	 Meadows, Victoria	 (CA, 本務：ワシントン大学 /NASA)
助教			  定塚　勝樹

助教			  藤田　浩徳

特任助教		  葛原　昌幸

特任研究員		  小松　勇

特任研究員		  鈴木　大輝

特任研究員		  小杉　真貴子
技術支援員		 丹羽　由美

・アストロバイオロジー装置開発室

室長・助教		  周藤　浩士

特命教授		  Guyon, Olivier　	 （CA, 本務：アリゾナ大学）

助教			  小谷　隆行

助教			  西川　淳		  （機構内併任、本務：国立天文台）

特任助教		  橋本　淳

特任研究員		  大宮　正士

特任研究員		 高橋　葵

RCUH		  Vievard, Sebastien
研究支援員		  黒川　隆志

・広報 / 事務 / 総務

特任専門員		  日下部　展彦
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事務支援員		  片岡　幸枝

事務支援員		  市野　更織

事務支援員		  山口　千優
技術支援員		  石根　直美

1.3 運営委員会構成員

平成３１年度 /令和元年度　１２名

　　常田　佐久	 理事／国立天文台　台長

　　田村　元秀	 センター長／東京大学大学院理学系研究科／国立天文台　教授

　　観山　正見	 広島大学学長室特命教授

　　井田　茂		  東京工業大学地球生命研究所　教授

　　小林　憲正	 横浜国立大学大学院工学研究院　教授

　　高井　研		  海洋研究開発機構　プログラムディレクター

　　田近　英一	 東京大学大学院理学系研究科　教授

　　山岸　明彦	 東京薬科大学生命科学部　教授

　　吉田　哲也	 宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所　教授

　　大石　雅寿	 国立天文台　准教授

　　皆川　純		 基礎生物学研究所　教授

　　藪田　ひかる	 広島大学大学院理学研究科　准教授
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２．活動状況

平成 27 年 4 月に組織再編（「宇宙における生命」研究分野の発展的改組）により、機
構直轄の国際的共同研究拠点として、アストロバイオロジーセンター（以下、「センター」
という。）が設置された。センターは、ＴＭＴなどの次世代超大型望遠鏡の完成・運用開
始を見据え、宇宙に生命の存在確認を目指す「アストロバイオロジー」を重点推進する
ことをミッションとする。海外の大学・研究機関から研究者を招致するとともに、国立
天文台、基礎生物学研究所等の関係機関及び大学等と連携し、国際的且つ先端的な共同
利用・共同研究を推進している。

平成 30 年 1 月より、国立天文台の太陽系外惑星探査プロジェクト室が発展的解消を遂
げ、全てをアストロバイオロジーセンターが引き継いだ。平成 30 年度は系外惑星探査プ
ロジェクト室・アストロバイオロジー装置開発室・宇宙生命探査プロジェクト室の 3 室
体制で研究・開発を推進している。センターの 2019 年度の活動概要は以下のとおりであ
る。

a)	 系外惑星探査プロジェクト室 
　すばる望遠鏡戦略枠観測 (SSP) に採択された、ハビタブル地球型惑星探査装
置 IRD を用いた系外惑星探査を 2019 年 2 月より開始した。同じく IRD を用いた
地球型惑星などの特徴づけ観測も進んだ。また、すばる望遠鏡用超補償光学装置
SCExAO と面分光器 CHARIS による系外惑星や星周円盤の直接観測の科学的成果も本
格的に出ているほか、アルマ望遠鏡を用いた原始惑星系円盤の観測も推進している。
岡山 188cm 望遠鏡及びスペイン・カナリア天体物理研究所 (IAC)1.5m 望遠鏡に搭載
した、系外惑星探査装置 MuSCAT1 および MuSCAT2 により、NASA/TESS 宇宙望遠鏡を
用いた系外惑星探査のフォローアップ観測を推進した。これらの観測の結果、多数
の欧文査読論文を出版した。また、アメリカ・マウイ島に設置予定の MuSCAT3 の開
発を推進した。 

b)	 アストロバイオロジー装置開発室 
　すばる望遠鏡のためのハビタブル地球型惑星探査装置 IRD の保守・運用を行
なった。また、超補償光学装置 SCExAO や系外惑星探査装置 (MuSCAT、MuSCAT2、
MuSCAT3、CHARIS) の開発・保守・運用も進めた。 
　さらに、すばる望遠鏡用超補償光学装置 SCExAO を拡張することによる TMT のた
めの系外惑星直接撮像分光装置の開発案について議論した。 

c)	 宇宙生命探査プロジェクト室
基礎生物学研究所内において実験補助のための技術支援員を雇用し、生命探査室

の運用体制を強化した。また、系外惑星における新たなバイオシグナチャーの検討
のため、天文・生物の研究者などによる研究会・勉強会も主催し、分野間連携を推
進した。 

d)	 公募研究 
　公募研究プログラムとして、アストロバイオロジーの裾野を広げるための「プロ
ジェクト研究 (単年度 )」と、アストロバイオロジー分野における当センターとは
異なるテーマを研究する副拠点として、有機的な研究連携をするための「サテライ
ト研究」の公募研究を実施した。26 件のプロジェクト研究、7件のサテライト研
究を採択し、その成果発表会を 2020 年２月末に開催し、2日間合わせて延べ約 150
名程度の参加者があった。

e)	 クロスアポイントメントによる外国人教員 
　系外惑星直接観測手法で世界的に有名な Olivier Guyon 氏およびアストロバイオ
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ロジー分野でも著名な Victoria Meadows 氏を、それぞれアリゾナ大学とワシント
ン大学のクロスアポイントメントにより、引き続き特命教授としてアストロバイオ
ロジー装置開発室および宇宙生命探査プロジェクト室において継続的に雇用した。 

f)				 国際連携 
　系外惑星・原始惑星系円盤の国際会議「Lyot 2019」をセンターの主催にて開催し、
世界中から 200 名の参加があった。中でも、すばる望遠鏡用の系外惑星観測装置が
注目を集めた。 
　系外惑星探査装置 MuSCAT シリーズの第３機をハワイ・マウイ島ハレアカラ山頂
にある２m望遠鏡へ搭載するため、Las Cumbres Observatory (LCO) と MOU を締結
した。スペインの IAC と結んでいる MOU に基づき、カナリア諸島にある 1.5m 望遠
鏡において MuSCAT2 の運用を推進した。 
　TMT のための系外惑星観測装置の検討をカリフォルニア工科大学等と進めた。

g)	 広報普及 
　2019 年 8 月 24 日の自然科学研究機構シンポジウムにおいてセンター長の講演お
よびポスター展示。10 月 20 日開催の大学共同利用機関シンポジウムにて、ポスタ
ーの展示。10 月 5 日に岡崎で実施された基礎生物学研究所一般公開および国立天
文台特別公開において、センターの紹介のためのブースによる展示・企画を実施し
た。 
 　センターのホームページを大幅に更新した。また、系外惑星発見のノーベル賞
に伴う取材とコメント・寄稿を多数行った。 
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３. 研究ハイライト
   (2019.04 〜　2020.03)

タイトル 著者 頁

1
IRD-SSP による晩期 M 型矮星周りの惑星サーベイ ：
1 年目

大宮正士、 他 9

2 IRD 戦略枠観測と SAND ・ REACH/Subaru の開発 小谷隆行 10

3
MuSCAT シリーズとすばる望遠鏡 IRD による TESS が
発見したトランジット惑星候補のフォローアップ観測

成田憲保 11

4
ドップラー ・ トモグラフィー法による WASP-33b の軌道
歳差観測

渡辺紀治 12

5 超低温度星 TRAPPIST-1 周りの惑星系の大気 堀安範 13

6
原始惑星系円盤における非対称構造の効率的な検出
方法

橋本淳 14

7 黄道放射分光観測による惑星間塵の性質調査 高橋葵 15

8
将来のグリシン探査候補天体になりうる、 グリシン前
駆体 CH3NH2 が豊富な天体の発見

鈴木大輝、 他 16

9 分子雲コアの湾曲磁場の探査 神鳥亮 17

10
量子力学の観測の問題 ： 微視的から巨視的段階への
遷移

中島紀 18

11 浮遊植物 ・ 浮葉植物が示すレッドエッジ 滝澤謙二 19

12
緑藻ナンキョクカワノリに見つかった近赤外線利用型
光合成

小杉真貴子、
他

20

13
資源再配分の空間的制御 ： 栄養環境に応じた植物の
根系構造制御

藤田浩徳、 他 21

14 生命に及ぼすプラズマの影響 定塚勝樹 22

15 令和元年度 ABC 若手分野関連携活動報告 小松勇、 他 23

16
ABC が主催した国際研究会 "In the Spirit of Lyot, 
2019" の報告

葛原昌幸、 他 24
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MuSCAT IRD

TESS

1,2,3,4

1: Astrobiology Center, 2: National Astronomical Observatory of Japan, 3: JST, PRESTO, 4: Instituto de Astrof́ısica de Canarias (IAC)

2018 4 NASA

TESS 2018 9

2019

MuSCAT[1] MuSCAT[2] TESS

IRD

S19A-069I(PI: ) IRD

2019

23

MuSCAT

IRD 2

1. TOI263.01

TOI263.01 mid-M (Teff ∼ 3250 K)

TESS 3 27.4 35

TOI263.01

MuSCAT2

2 1

( 1)

MuSCAT2 TOI263.01

TOI263.01

[3]

mid-M

( 2)

1: MuSCAT2 TOI263.01

2:
[3] TOI263.01

2. TOI736.01 and 02

TESS 9 TOI736.01 02

26.5 pc late-M LP 791-18

IRD

2 radius valley

3: IRD TOI736
[4]

[1] Narita, N. et al.; 2015, Journal of Astronomical Tele-
scopes, Instruments, and Systems, 1, 045001.

[2] Narita, N. et al.; 2019, Journal of Astronomical Tele-
scopes, Instruments, and Systems, 5, 015001.

[3] Parviainen, H. et al.; 2020, Astronomy & Astro-
physics, 633, A28.

[4] Crossfield, I. et al.; 2019, The Astrophysical Journal
Letters, 883, L16.

IRD戦略枠観測とSAND・REACH/Subaruの開発
小谷 隆行

アストロバイオロジーセンター

IRD（Infrared Doppler）による戦略枠観測： IRD

は、視線速度法 (RV)により近傍低温M型星周りの地球型
惑星を発見するための、すばる望遠鏡の近赤外線高分散分
光器であり、2019年 2月から戦略枠観測を開始した。図 1

は、RVが安定していると考えられている GJ 699の長期
RVモニター観測の結果である。RV測定誤差として、光
子雑音と検出器雑音から決まる internal errorと装置安定
性による instrumental errorはそれぞれ 2 m s−1、二つの
合計で 3 m s−1 の誤差であることを明らかにし、戦略枠
観測のサイエンス目標を達成するのに十分な精度と安定性
を備えていることを示した。

図 1: IRDによる RV標準星 GJ 699の長期モニター観測結果

SAND(South Africa Near-infrared Doppler)の
開発: SANDは、南アフリカ天文台に大阪大学が建設中の
PRIME望遠鏡に搭載する、近赤外線高分散分光器である。
その科学目標は、高精度・安定なRV測定により、近傍M

型星まわりの地球型惑星検出を目指すと共に、これまであ
まり探索されていない若い恒星まわりの木星型惑星の発
見である。2019年度は、科学目標を達成するために必要
な仕様として、波長分解能R=55,000、波長域（z,Y-band,

0.83-1.15 µm)を決定すると共に、これを満たす分光器光
学設計を行い設計解を得た。図 2は、光学設計と光学性能
を示すスポットダイアグラムである。また、望遠鏡からの
光の F値を変換し、ファイバーへ光を入射するための光
学系の設計も行い、その設計を図 2に示す。
REACH(Rigorous Exoplanetary Atmosphere

Characterization with High dispersion coronogra-

phy)の開発：REACHは、IRDと極限補償光学 SCExAO

をシングルモードファイバーで組み合わせた、新しい観測
モードである。2019年 10月にすばる望遠鏡で初観測を行
い、審査を経て 2020年 1月に共同利用観測装置として認
められた。REACHは、SCExAOの高コントラスト・高角
分解能により系外惑星のような主星の近傍にある暗い天体
を空間分解し、かつ IRDによって 0.97 - 1.75 µmの光を

図 2: SAND分光器・入射光学系設計

同時に波長分解能 10万で高分散分光観測を行うことがで
きる、極めてユニークな観測装置である。主要なノイズ源
である主星の散乱光を従来の 1/100以下に抑えることが可
能になり、これまでにない精度で惑星大気の高分散観測を
行い、特徴付けを行うことができる。図 3は、REACHで
観測した近接連星系HIP18413の近赤外線像と、主星・伴
星それぞれの高分散分光スペクトルである。今後は、直接
撮像で見つかっている巨大惑星や褐色矮星の観測により、
惑星大気組成や温度、圧力、自転速度などを明らかにして
いく。
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ドップラー・トモグラフィー法によるWASP-33bの軌道歳差観測
渡辺 紀治 1,2,3, 成田 憲保 4,3, Marshall C. Johnson5,

1:総合研究大学院大学, 2: 国立天文台, 3: 自然科学研究機構アストロバイオロジーセンター, 4: 東京大学, 5: Las Cumbres Observatory

近年、WASPや KELTなどの地上望遠鏡や宇宙望
遠鏡 TESSによるトランジット観測から、様々な種類
の恒星周辺の系外惑星が探査されている。その中でも、
高温星周辺の惑星の発見数は現在まで約 20個と少な
いが主星自転軸に対する軌道の傾きがばらつく傾向が
ある。また、高温星は高速自転で自身を扁平する傾向
があるが、さらに近傍に極軌道を描く惑星があると、
惑星公転軸が主星自転軸を中心に歳差をする「軌道歳
差」が起こる。今まで単一の恒星周辺で軌道歳差が確
認された惑星は高温星周辺のホットジュピターである、
Kepler-13AbとWASP-33bだけである。本研究では、
WASP-33bの軌道歳差の観測に焦点を当てた [1]。
軌道歳差を調べるためには、観測日の間隔を年単位

で空けて、惑星がトランジットする間に分光観測を行
う必要がある。惑星が主星面の一部を隠すことでライ
ンプロファイルに「惑星の影」と呼ばれる凹みが現れ
る (図 1参照)。

λ=0 deg

λ=45 deg

λ=180 deg

λ=90 deg

速度

惑星

主星

惑星軌道 惑星の影

図 1: 惑星トランジットの様子 (左)とトランジット時
のラインプロファイル (右)の概要図。

主星自転軸

惑星公転軸

視線方向

軌道歳差

図 2: Ωと I の概要図。黒色
点線は軌道歳差の動きを示す。

その影の動きか
ら主星面上の惑
星の通り道を調
べることができ
る。この手法をド
ップラー・トモグラ
フィー法という。
我々はWASP-33b

の軌道歳差を確認
した先行研究 [2]

よりもさらに正確
な軌道歳差を調査するため、2011年に取得した高分散
分光器HDS(すばる望遠鏡)の分光データと、先行研究
[2]で使用した 2008年・2014年のTS23(HJST)の分光

データを用いて、ドップラー・トモグラフィー法で解
析し各年の昇交点黄経 Ωと、惑星公転軸の傾き I を測
定した (図 2参照)。
測定した値に対して、軌道歳差モデル [3]を使用して
フィッティングした結果を図 3に示す。観測点とモデル
を比べると、Ωは単調増加する一方で、I は理論モデ
ルに沿って単調変化しないことが明らかになった。こ
の短周期変動が生じる原因を解明するためには、今後
もWASP-33bのトランジット中の分光データを取得し
ドップラー・トモグラフィー法で解析する必要がある。

図 3: WASP-33bのΩ(左)と I(右)の時間変化 [1]。緑
色実線はフィッティングした軌道歳差のモデルを表す。
また、軌道歳差によるWASP-33b のインパクトパ

ラメーター bの時間変化も調べた結果、WASP-33bの
軌道歳差周期が 840年であり、そのうちトランジット
が観測できる期間がおよそ 20%であることを解明した
(図 4参照)。

図 4: WASP-33bのインパクトパラメーターの長期間
(左)と短期間 (右)の時間変化 [1]。左図について、時
刻は 2008年から経過した年を示し、値が黒色点線の
内側であれば、トランジットが観測可能であることを
意味する。

参考文献
[1] Watanabe, N. et al.: 2020, PASJ, 72, 19.
[2] Johnson, M. C. et al.: 2015, ApJ, 810, L23.
[3] Iorio, L.: 2016, MNRAS, 455, 207
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浮遊植物・浮葉植物が⽰すレッドエッジ 
滝澤謙二 1,2,3 

1: アストロバイオロジーセンター, 2: 基礎⽣物学研究所, 3: 総合研究⼤学院⼤学 
 

陸上植生由来の地表面の特徴的な光反射特性は「レ

ッドエッジ」と呼ばれ、太陽系外惑星上の最も重要な生物

指標と考えられている（参照１）。地球上ではレッドエッジ

は光合成色素によって吸収される可視光と葉の構造に

より反射される近赤外線の間に現れる。ラテンアメリカの

熱帯林は顕著なレッドエッジを示すため、別の恒星系か

らも観測される可能性がある。 
水惑星は植生を有するための必要条件ではあるが、

水を保有する惑星の多くは大量の水に覆われた海洋惑

星であると考えられ、陸上植生を形成する可能性が低い。

私は海洋惑星であっても顕著なレッドエッジが観測される

可能性が残されていることを提示した。 

水中の緑藻や植物は近赤外線の反射が弱いため明ら

かなレッドエッジを示さない。いくつかの水生植物はスポ

ンジ状の浮遊葉を持つため陸上植物と同様に近赤外線

を強く反射する（図１）。浮葉植物の顕著なレッドエッジは

ドローンによる湖沼植生のリモートセンシングにより確認

された（図２）。 

 
参参考考⽂⽂献献: 
[1] Takizawa, K. et al.: 2017, Sci. Pep., 7, 7561  

 図 1: 異なる形態の植物が⽰す反射率スペクトル
（上図）とマルチスペクトル画像（下図）。 

図 2: 池の植物（スイレン）による近⾚外線反射の
空撮画像（上図）。マルチスペクトル画像から算出
した反射率スペクトル（下図）。 
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現在の地球で藻類や植物が行っている酸素発生型光

合成は、光エネルギーを使って水を分解し、得られた還

元力で二酸化炭素から有機物を作り出す反応である。水

の分解過程で酸素が放出される。この酸素発生型光合

成は、27 億年ほど前に原核生物のシアノバクテリア（ラ
ン藻）によって開始され、酸素がほとんど存在しない嫌気

的な地球環境を好気的な環境へと変貌させた。大気中

の酸素濃度の上昇は好気呼吸をする生物の繁栄をもた

らし、地球の生物進化に大きな影響を与えたと考えられ

ている。 
酸素発生型光合成反応には可視光のエネルギーが必

要であると考えられてきた。しかし 1990 年代以降、近赤
外線のみで酸素発生型光合成を行う生物の発見が相次

いでいる。一部のシアノバクテリアは近赤外線を吸収す

る光合成色素（クロロフィル d, f）を合成し、電荷分離反
応を行う反応中心に利用（直接的な赤外線利用）してい

ることが報告された[1,2]。一方で、一部のシアノバクテリ
アや真核の光合成生物において、近赤外線吸収型のク

ロロフィルから可視光吸収型のクロロフィルへの効率的

なエネルギー移動（間接的な赤外線利用）が示唆されて

おり、それを可能にするアップヒル型のエネルギー伝達メ

カニズムが注目されている[3,4]。 
私達は、南極で採集された緑藻ナンキョクカワノリ

（Prasiola crispa）が一般的な光合成生物が利用している
可視光に加え、光環境に応じて近赤外線でも一連の光

合成反応を行っていることを初めて明らかにした[5]。ナ
ンキョクカワノリは、緯度の高い寒冷な地域に広く分布す

る陸棲の緑藻で、極域環境で大きな群落を形成すること

で知られている。南極で採集したナンキョクカワノリは、

通常の赤色可視光吸収帯（680 nm）の肩として、710nm 

付近に吸収のピークを持つ近赤外線の吸収帯を有して

いた。近赤外線吸収帯のサイズは野外で採集した個体

ごとに大きく変動し、近赤外線をほぼ含まない蛍光灯下

で長期培養するとなくなることから、光環境に応じて発現

が調整されていると考えられる。大型スペクトログラフを

用いた単色光照射実験により光合成活性の光波長依存

性を測定した結果、近赤外線吸収帯に吸収された光エネ

ルギーは可視光の赤色光と同程度の効率で光合成に利

用されていることが明らかになった[5]。藻類において水
の分解反応は可視光に相当する光エネルギーが必要と

されることから、アップヒル型の励起エネルギー移動が起

きていることが示唆された。熱揺らぎで補える範囲を大き

く超えたアップヒル励起反応が起きている可能性があり、

今後の分子メカニズムの解明が期待される。 
ナンキョクカワノリの藻体は何層にも重なった状態で生

育しているため、可視光は主に上層に吸収され、下層に

到達する光は可視光より近赤外線の割合が大きくなる。

近赤外線の光合成利用を可能にするシステムは、ナン

キョクカワノリ群落全体の光合成効率を上昇させることに

役立っていると考えられる（図１）。 
 
参参考考⽂⽂献献: 
[1] Chen, M. et al.: 2012, FEBS Lett. 586, 3249–3254  
[2] Li, Y.et al.: 2014, Front. Plant Sci. 5, 67 
[3] Mielke, S.P. et al.: 2013, Biochim. Biophys. Acta 

Bioenerg. 1827, 255–265 
[4] Kotabová, E. et al.: 2014, Plant Cell Physiol. 45, 

392–397 
[5] Kosugi, M. et al.: 2020, Biochim. Biophys. Acta 

Bioenerg. 1861, 148139 

 
 

図 1: 野外およびナンキョクカワ
ノリコロニー内部の光環境と,コロ
ニーの表層と内部で推定される励
起エネルギー移動のプロセス 
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資源配分の空間的制御 : 栄養環境に応じた植物の根系構造制御 
藤田浩徳 1,2,3, 栂根美佳 2, 川口正代司 2,3 
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生物の利用できる資源は限られており、その限られ

た資源をどのように配分するかは、生物の生存戦略を決

定づける極めて重要な問題である。例えば、植物は土壌

栄養を効率的に利用するために、栄養環境に応じて根

系の形態を柔軟に変化させることが知られている。一般

に、根の密度（根の量）が増加するに従って、栄養分の

吸収量つまり植物にとっての benefit（利得）は大きくなっ

ていくと同時に、根を形成・維持するための cost（負担）も

同様に大きくなっていく。従って、栄養を効率的に利用す

るためには両者のバランスをとることが重要であり、最も

バランスのとれた戦略のことを最適戦略と言う。以上を踏

まえ、私たちは栄養環境に対する根系構造の適応的な

制御機構を理解するために、根の密度を植物の戦略とし

た場合の benefit と cost を考慮した数理モデルを構築し、

その最適戦略について詳細に解析を行なった [1]。 

最初に、構築した数理モデルを空間的に一様な栄養

環境条件に対して適用した。それにより、栄養濃度が高く

なるにしたがって、根の成長が低栄養条件では促進され

ることが、高栄養条件では逆に抑制されることが適応的

であることが予測された。この理論的予測は、窒素栄養

を用いた実験結果をうまく説明できることから、今回の数

理モデルの妥当性および有用性が確認された（図１）。 

次に、この数理モデルを空間的に不均一な栄養環境

に対して拡張・適用を行なった。この拡張モデルにより、

上記の低栄養環境での促進効果は局所的制御（local 

control）によるものであるのに対し、高栄養環境での抑

制効果は全身的制御（systemic control）により引き起こ

されることが予測された（図２）。この理論的予測は、植物

は全体として利用可能な栄養量を監視しており、それが

過剰量の場合にはそれに応じて全体的（systemic）に根

の成長を抑制することによって、より適応的（効率的）に

なることを意味している。この結果は、栄養刺激による

systemic control の適応的な意味を初めて理論的に明ら

かにしたものであり、実験的に確認されている窒素栄養

により誘導される systemic control（N-supply signal）を理

論的に説明するものでもある。 

今回の数理モデルは非常に簡潔でありながら、多く

の実験結果を説明することができる。従って、本研究によ

り、栄養環境に対する適応的な根系構造の制御を理解

するための理論的な基盤が初めて示されたことになる。

しかしその一方で、今回のモデルはすべての現象を説明

できるわけではない。今後、本モデルを基礎として改変・

発展させていくことにより、より詳細に根系構造の適応的

な制御機構を理解できることが期待される。さらには、よ

り一般に生物における資源分配の制御機構に対する理

解が深まることが期待される。 

 
参参考考⽂⽂献献: 
[1] Fujita, H. et al.: 2020, Journal of Theoretical Biology, 

486, 110078 

 
 

図１: ⼀様栄養環境下での側根密度（X）に対する窒
素栄養濃度（U）の効果。側根密度は、低窒素栄養
環境では促進的であるのに対し、⾼栄養環境では抑
制的効果を⽰す。 
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図２:（AA）⾮⼀様栄養環境下（split-root 系）での側
根密度（μ*）に対する窒素栄養濃度（ui）の効果。
（BBCC）モデルによる適応戦略の予測。低栄養環境で
の促進的効果は局所的制御（local control）であるの
に対し（B）、⾼栄養環境での抑制的効果は全⾝的制
御（systemic control）であることが予測される。 
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宇宙の９９％以上がプラズマ状態である。プラズマは

電離したガスのことで、イオンや電子からなり、極めて反

応性が高い。Explorer78（IMAGE）の観察で宇宙から地
球を見ると、地球の周りにはヘリウムイオンからなるプラ

ズマ大気で囲まれている様子が観られている。さらに太

陽はいうまでもなく核融合反応により大量のプラズマを放

出し、太陽風として地球に影響を及ぼしている。しかしな

がら地球の磁場の働きで、我々地球の生命が住む地表

付近までプラズマは到達しない。このためプラズマの影

響から地球上の生命が守られている様だ。しかし同じ太

陽系惑星でも金星や火星では惑星が持つ固有磁場がほ

とんど存在しない。その様な固有磁場が無い惑星で生命

が存在する場合には、プラズマに対する何らかの応答シ

ステムを持つと考えられる。生命はプラズマ刺激に対し

てどの様な応答をするのだろうか？この疑問に対して、

我々は熱の影響を排除してプラズマ自体の効果を調べ

ることができる、温度制御可能なプラズマ発生装置を新

たに開発して、プラズマが細胞に及ぼす影響を調べてい

る（図１）。 
直接プラズマに暴露した場合の細胞の応答を最も単

純なモデル生物の１つである酵母を調べた（図２）。RNA 
seq の結果、プラズマは過酸化水素水等による酸化スト
レスと類似した応答に加えて、プラズマ特異的に観られ

る応答が生じていることがわかった。 
酵母を含めてほとんどの生物はプラズマに対して感受

性を示す。プラズマが生命に及ぼす影響を遺伝学的に

調べるために、プラズマ耐性の酵母菌を得た。この変異

株を利用して、耐性能の原因となる遺伝子を同定した。

この変異遺伝子を野生型に導入すると、プラズマ感受性

株でも耐性能を獲得することがわかった（図３）。この遺

伝子の働きを調べることで、プラズマに対する生物の応

答システムの分子機構を研究している。 
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[1, 2] ABC

(2012–2014) →
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(2019–)

•
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1. 2019 7 25
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2. 2019 9 7–8
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3. 2019 9 20

@

4. 2019 11 22

@

5. 2019 12 14

@

6. 2019 12 20

@

7. 2020 1 7 @

8. 2020 1 31 @ZOOM

9. 2020 2 17

@

プログラム 
第１日：　9月７日（土） 
13:00～ 受付 
13:30～：　開会 
「Overview: 光合成から生命探査まで」　小松 勇 
“Overview: from photosynthesis to the search for 

extraterrestrial life” Dr. Yu Komatsu 
アストロバイオロジーセンター　NINS Astrobiology Center 

14:00～18:00：コアセッション「生命探査と蛍光」 
「太陽系外惑星の最前線」　堀 安範

“The forefront of extrasolar planets”  Dr. Yasunori Hori
アストロバイオロジーセンター   NINS Astrobiology Center 

「系外惑星における植生検出と 
フィールド調査による光合成活性評価」　滝澤 謙二
“Detection of vegetation from exoplanets and 
evaluation of photosynthetic activity by field 

measurement”  Dr. Kenji Takizawa 
アストロバイオロジーセンター   NINS Astrobiology Center 

アストロバイオロジー分野間連携セミナー
令和元年9月7日（土）～9月8日（日）

於：岡崎
将来の太陽系内外の生命探査に照準を当てた２日間のセミナー。第１日には「生命探査と蛍光」というキーワードをも
とに生物学から天文学までの研究をピックアップし、関連研究の今後の可能性について探る。第２日には将来の生命探査
に向けて、「BIO」パートで地球生命の知見を温めることから始め、「ASTRO」パートで実際これから行われようとする
生命探査について概観する。双方的な最先端の議論の場となり、学術分野を跨いだ研究の契機となることを目指す。

主催：自然科学研究機構アストロバイオロジーセンター

お申し込み 
小松 勇 （アストロバイオロジーセンター） 

yu.komatsu@nao.ac.jp 
8月30日（金）発表・ナイトセッション参加申し込み締切

会場 
岡崎コンファレンスセンター小会議室 
〒444-0864 愛知県岡崎市明大寺町伝馬８-１

参加費無料 
ナイトセッションのみ有料

気球実験の微生物採取装置
の画像。大野 宗祐氏（千葉
工大）提供。

フィールド測定による光合成活性評
価のイメージ（PhotosynQ; http://
www.photosynq.prg/）

生命が居住する可能性のある惑星
の想像図。左が赤色矮星周り、右
が太陽型星周りの地球型惑星。

プログラム（続き） 
「光合成集光系の蛍光分析」　Dr. Eunchul Kim 
“Fluorometric analysis of light harvesting 

antenna systems” 
名古屋大学  Nagoya University 

「蛍光顕微鏡による微生物検出：
成層圏から火星・金星まで」　大野 宗祐
“Detection of bacteria by fluorescence 

microscope: 
from Earth’s stratosphere to Mars and Venus”

Dr. Sosuke Ohno
千葉工業大学 Chiba Institute of Technology 

19:00～21:00：ナイトセッション 

第２日： 9月8日（日） 

9:00～13:00：セッション「ASTRO & BIO」
「BIO」パート 

光合成、モデリング、プラズマバイオロジーなど 
photosynthesis, modeling, plasma biology, etc. 

「ASTRO」パート 
第二の地球探し、有機物探査、太陽系探査など

second earths, organic matter, solar system, etc. 

14:00～15:00：　総合議論

1:

[1] Narita, N. et al.: 2015, Scientific report, 5, 13977.
[2] Takizawa, K. et al.: 2017, Scientific reports, 111, 1–

11.
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[12]

[1] Beuzit, J. et al.: 2019, A&A, 631, A155.

[2] Macintosh, B. et al.: 2014, Proceedings of the Na-
tional Academy of Science, 111, 12661–12666

[3] Jovanovic, N. et al.: 2015, PASP, 127, 890

[4] https://abc-nins.jp/Lyot2019/abstracts.pdf

[5] Chilcote, Jeffrey K. et al.: 2018, Proceeding of the
SPIE, 10702, 1070244

[6] Pueyo, L. et al.: 2019, Proceeding of the SPIE, 11117,
1111703

[7] Mennesson, Bertrand et al.: 2016, Proceeding of the
SPIE, 9904, 99040L

[8] Debes, John; Bailey, Vanessa et al.: 2019,
AAS/Division for Extreme Solar Systems Abstracts,
51, 330.19

[9] Beichman, Charles et al.: 2019, BAAS, 51, 58

[10] Jovanovic, N. et al.: 2019, arXiv:1909.04541

[11] Kotani, T.; Kawahara, H. et al.; 2020, Proceedings
of the SPIE, 11448, 1144878

[12] https://w.astro.berkeley.edu/~kalas/index.

php/spirit-of-lyot-conference/
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4. 研究連携 

区分 実施数 備考 

プロジェクト研究 26 件 14 機関 

サテライト研究 7 件 6 機関、継続 4 件 

大学支援 4 件  

研究集会 3 件 国内研究会２件、国際会議１件 

クロスアポイントメント 3 件 東京大学、アリゾナ大学、ワシントン大学 

 

4-1 アストロバイオロジーセンター 公募研究 

2019 年度 プロジェクト研究 

課題番号 代表者 所属 研究課題 

AB311001 塚谷 祐介 
海洋研究開発

機構 

赤色矮星周辺のレッドエッジ変化を実証する

色素合成酵素進化実験 

AB311002 飯野 孝浩 東京大学 

アルマ高空間・時間分解能ビッグデータを用

いた,タイタン大気中有機分子化学過程の観

測的制約 

AB311003 山本 正浩 
海洋研究開発

機構 
電気エネルギー利用生命圏の探求 

AB311004 黒澤 耕介 千葉工業大学 
窒素大気を持つ天体への天体衝突時の反応性

窒素生成効率の解明 

AB311005 清水 義宏 理化学研究所 
試験管内リボソーム再構成から迫る遺伝暗号

の起源 

AB311006 松村 茂祥 富山大学 
マイクロ流体システムによる擬細胞を用いた

RNA とペプチドの共進化実験 

AB311007 藤島 皓介 東京工業大学 
深海の CO2流体環境がもたらす疎水的-反応場

における新しい化学進化シナリオの提唱 

AB311008 野口 高明 九州大学 

氷小惑星と彗星に含まれる始原的有機物の解

明と地球の有機物の起源におけるこれらの天

体の寄与の検討（その 2） 

AB311009 新原 隆史 東京大学 
火星隕石の水–岩石反応から探る火星表層の

古環境 

AB311010 横堀 伸一 東京薬科大学 祖先 tRNA の復元と蛋白質合成系の祖先型化 
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AB311011 諸野 祐樹 
海洋研究開発

機構 

超高感度・高精度細胞・胞子検出法の構築と海

底下限界生命圏への適用 

AB311012 長 勇一郎 東京大学 
レーザー抽出法による宇宙線照射年代その場

計測法の開発 

AB311013 
Shawn E 

McGlynn 
東京工業大学 

火星および他の外惑星に関連した新しい生物

学的メタン代謝 

AB311014 村上 尚史 北海道大学 
系外惑星のバイオシグナチャー探査に向けた

多層広帯域コロナグラフマスクの開発 

AB311015 吉村 義隆 玉川大学 
生命探査顕微鏡の機能試験用試作機のための

試料処理装置開発 

AB311016 藤井 悠里 名古屋大学 

生命誕生にリン(P)はどう関わったのか？：地

上実験・天文観測・理論計算の学際的アプロー

チによる網羅探索 

AB311017 平野 照幸 東京工業大学 
明るい低質量星まわりのハビタブルゾーンに

存在する地球型惑星探査 

AB311018 
ラヌビル 

マテュー 
東京工業大学 非生物的窒素循環への大気化学の影響 

AB311019 
Ramirez 

Ramses 
東京工業大学 

F-M 型星周りの若い惑星でのマグマ・オーシ

ャン，マグマ・ポンドと大気進化 

AB311020 原田 真理子 筑波大学 

祖先型 superoxide dismutase 復元実験に基

づく抗酸化酵素の進化と大気酸素濃度変動と

の関連性の解明 

AB311021 
トニー ズィ 

ジャー 
東京工業大学 

Structure and Function of 

Extraterrestrial and Exoplanetary 

Protocells 

AB311022 三河内 岳 東京大学 
火星起源隕石中の溶融土壌成分から推測する

火星表層の環境進化過程 

AB311023 鈴木 庸平 東京大学 
惑星保護と生命検出を両立するサンプルリタ

ーン技術の開発 

AB311024 三田 肇 福岡工業大学 
原始生命誕生の場としてのプロテノイドミク

ロスフェア 

AB31025 石渡 正樹 北海道大学 地球型系外惑星の気候の数値的研究 

AB31026 古賀 信康 
生命創成探究

センター 

地球上に現存しないトポロジーを持つタンパ

ク質分子の合理設計 
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2019 年度 サテライト研究 

課題番号 代表者 所属 研究課題  

AB312001 佐藤 文衛 東京工業大学 
高精度ドップラー観測で探る太陽型星

周りのハビタブル惑星 
継続 

AB312002 北台 紀夫 東京工業大学 
電気化学進化モデルから探る宇宙にお

ける生命の起源 
継続 

AB312003 亀田 真吾 立教大学 
強紫外線輻射を受ける地球型惑星のハ

ビタビリティ 
継続 

AB312004 赤沼 哲史 早稲田大学 

タンパク質の起源に纏わる「鶏と卵のパ

ラドックス」の解決による地球と宇宙で

の生命誕生場の推定 

新規 

AB312005 古川 善博 東北大学 
初期火星における生命関連有機分子の

生成に関する研究 
新規 

AB312006 癸生川 陽子 横浜国立大学 

宇宙における有機物の形成・進化および

生命の移動・居住可能性に関するアスト

ロバイオロジー宇宙実験研究拠点 

新規 

AB312007 薮田 ひかる 広島大学 
太陽系の起源と進化の体系的理解をめ

ざすマルチスケール小天体科学 
新規 

 

＊サテライトの研究ハイライトは次ページ以降 
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⾼精度ドップラー観測で探る太陽型星周りのハビタブル惑星 
佐藤文衛 1, 宝田拓也 2, 原川紘季 3, 中本泰史 1, 河合誠之 1, 井田茂 1, 泉浦秀行 3, 大宮正士 2, 

成田憲保 4, 長谷川椋 1, 小泉陽平 1 
1: 東京⼯業⼤学, 2: アストロバイオロジーセンター, 3: 国⽴天⽂台, 4: 東京⼤学 

 
 
 

本サテライト研究では、系外惑星検出の強力な手法で

ある高精度可視光ドップラー観測の拠点を形成し、同手

法を用いて、1) 詳細観測が可能なできるだけ太陽近隣
の明るい恒星に生命を有する可能性のある惑星を発見

することと、2) 年齢や金属量、環境の異なる様々な恒星
に惑星を発見し、生命を有する惑星の条件を観測的に明

らかにすることを大きな目標として掲げている。この目標

のためそれぞれ以下の研究を実施し成果を得た。 
 
1-1) 岡山 188cm望遠鏡と HIDES分光器を用いた視線速 
度測定精度と観測効率の向上 
明るい視線速度標準星（太陽型星）に対して、2018年度
に短期間（約 30 日間）の観測で約 1m/s という高い視線
速度測定精度を達成していたが、2019 年度は複数の視
線速度標準星に対する観測から 1 年間というより長期間
に渡って約 2m/s の測定精度を安定して達成できることを
確認した（図 1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

1-2) 太陽近隣の明るい太陽型星に対する長期連続視線 
速度モニター 
5個の明るい太陽型星に対して集中的なモニター観測を
行い、このうち 2天体で周期 90-130日、振幅 4-5m/sの視
線速度変動を検出した。惑星によるものと仮定すると、海

王星クラスの惑星に相当する。 
2-1) 高金属量太陽型星における雪線以遠の長周期惑星
の探索 
岡山 188cm 望遠鏡とすばる望遠鏡を用いて、高金属量
太陽型星のドップラーモニター観測を継続して実施し、複

数の新たな惑星系を発見した。 
2-2) プレアデス星団におけるホットジュピター探索 
すばる望遠鏡と岡山 188cm 望遠鏡を用いて、年齢約 1
億歳のプレアデス星団に属する若い太陽型星を対象とし

たドップラー法による惑星探索を引き続き実施した。2018 
年度までに 35 天体についての探索を終えていたが[1]、
今年度は新たに 30 天体についてホットジュピター探索を
行った。新しい惑星はまだ発見されていないが、プレアデ

ス星団に属する太陽型星に対して初めて、典型的なホッ

トジュピター（公転周期 3日、0.5木星質量）を検出するた
めの十分な感度を達成した。 
 
サテライト研究の 3年間において、岡山 188cm望遠鏡と

HIDES 分光器を用いた視線速度観測の高精度・高安定
化によって、明るい太陽型星に対して軌道半径約 0.2 天
文単位以内のスーパーアース（2-5地球質量）、約 1天文
単位以内の海王星クラスの惑星の検出が可能になった。

今後、分光器の安定性をさらに高めつつ観測データを蓄

積することによって、ハビタブルゾーン内（〜1 天文単位）
のスーパーアースの検出も可能になる。また、HIDES 分
光器への次世代超高精度波長基準の導入も始まり、今

後ハビタブル惑星探索の拠点として発展する基礎ができ

た。

 
 
 
 
 

 
参参考考⽂⽂献献: 

[1] Takarada, T. et al.: 2020, PASJ, 72, id.104 

 

図 1: HIDESで測定したペルセウス座イオタ星の 1
年間の視線速度変動（横軸はユリウス⽇、縦軸は視
線速度；RMS=2.7m/s）。⿊丸は 1露出あたりの測定
値（露出時間 5分、測定点数は 120）。3点ごとの平
均をとると RMSは 2m/sまで⼩さくなる。 
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電電気気化化学学進進化化モモデデルルかからら探探るる宇宇宙宙ににおおけけるる⽣⽣命命のの起起源源  
北台紀夫 1,2, 中村龍平 1,3, 山本正浩 2 

1: 東⼯⼤ 地球⽣命研究所, 2: 海洋研究開発機構, 3: 理化学研究所 
 
 

深海熱水噴出孔環境は、地球生命が誕生した可能性

が最も高い場所として注目されている[1]。しかし、このよ

うな環境で生命の原材料である有機化合物が作り出さ

れるメカニズムはまだよく分かっていない。本年度、我々

は、初期海洋底の熱水噴出孔環境で生じていたと推測さ

れる電気化学反応場（図1）を室内実験で再現し、噴出孔

の代表的な構成鉱物である硫化金属（鉄・銅・鉛・銀の硫

化物）が電気還元によってメタルに変化することを実証し

た[1]。さらに途上で生じる硫化鉄と金属鉄の複合体が還

元剤及び触媒となって、生命発生に不可欠な複数の有

機化学反応を促進することも発見した（図 1）。 

深海熱水噴出孔環境では電流の発生（熱水発電）が

普遍的に生じている[3,4]。一方、最近の観測によって、

土星や木星の衛星（エンケラドスやエウロパ）や、形成初

期の火星における活発な熱水活動の証拠が見つかるな
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参参考考⽂⽂献献: 
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[2] Kitadai N. et al.: 2019, Science Advances, 5, eaav7848. 
[3] Nakamura R. et al.: 2010, Angew. Chem. Int. Ed., 49, 
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[4] Yamamoto M. et al.: 2017, Angew. Chem. Int. Ed., 56, 

5725–2728. 
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な有機化学反応を促進することを室内模擬実験で実証した． 
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本年度は、強紫外線によって広がる太陽系外地球型

惑星大気の検出に向け、将来の大型宇宙望遠鏡計画へ

の参加による実現を見据え、検出器感度の向上・検出面

の大型化・読み出し方式の開発を進めつつ、昨年度に続

いて強真空紫外線環境における地球型惑星の表層環

境・高層大気の進化とその検出可能性検討を進めた。ま

た、国内外で宇宙望遠鏡計画の検討を進めている研究

者と情報交換を行い、将来計画への参加の可能性を探

ってきた。本年度の活動のうち中心的な 2 つの実績につ

いて報告する。 
（１）大型ファネル型 MCP 検出器の設計・製作 
（２）M・K 型星ハビタブルゾーンの地球類似惑星の高

層大気モデルと観測実現性検討 
 

（１）大型ファネル型 MCP 検出器の設計・製作 
2019 年度前半に、大型 MCP 検出器の設計検討を進

めた。LUVOIR 計画で目標としている 200mm 四方の

MCP 製造に向け、今年度は 50mm 四方の大型 MCP の

製作を行った。本研究の主要技術開発項目である新型

高効率のファネル型 MCP を初段に採用する設計であり、

今年度は動作確認を完了した(図 1)。初回の組立時には

暗時条件での輝点が確認され、想定より大きい感度ムラ

があることが分かった。 

 

図 1 50mm ファネル型 MCP 外観 

 
原因調査の結果、光電物質の蒸着手法の変更により

改善される見込みがあると分かったため、再製造・組立

を実施した。結果として、再製作品では感度ムラは確認

されていない。これにより、今年度の目標である 50mm の

MCP の製造実現性の確認を完了した。 
（２）M・K 型星ハビタブルゾーンの地球類似惑星の高層

大気モデルと観測実現性検討 
本研究では地球熱圏大気観測で検証されている高層

大気モデルを使い、低温度星系の紫外線輻射スペクトル

を入力して惑星大気の広がりと観測の実現性を検討した。

特に本年度は、酸素原子の励起状態と脱励起の時定数

を考慮し、熱平衡状態にある下層大気から無衝突の高

層大気に放出された原子の励起状態の高度分布を計算

し、トランジット観測による検出可能性を検討した。その

結果、我々が開発実績をもつ紫外線検出器と、1.7m 級
の紫外線宇宙望遠鏡を用いた場合に必要なトランジット

観測の回数は 20 回以下となった。JWST を利用しても酸

素（オゾン）の検出には 60 回のトランジット観測が必要と

されており(Barstow and Irwin, 2016)、紫外線領域では効

率よく地球型惑星の大気観測・特徴付けが行える可能性

があることが示された。また、TRAPPIST-1 のような低温

度星周りの地球型惑星の酸素原子大気観測に際しては、

トランジット深さは十分な大きさになる可能性があるもの

の、恒星の酸素原子輝線強度が非常に低いため積算が

必要となる。一方で、K 型星周りのハビタブルゾーンにあ

る地球型惑星であればトランジット深さは小さくなるが、

MCP 検出器の感度安定性よりも大きい値であれば検出

できる可能性がある。 
 
参参考考⽂⽂献献: 
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タンパク質の起源に纏わる「鶏と卵のパラドックス」の

一つに「タンパク質の誕生が先か、材料であるアミノ酸の

合成系の成立が先か」という疑問がある。本サテライト研

究では、原始地球においてタンパク質誕生時にあり得た

アミノ酸組成を探求することによって、この疑問を解き明

かすことを試みている。さらに中長期的には、原始タンパ

ク質が合成された環境、すなわち、生命誕生に適した環

境条件を推定することまでを視野に入れている。加えて、

宇宙においてあり得る地球生物とは異なるアミノ酸組成

を検討することも本サテライト研究の目的である。 
2019 年度には、原始タンパク質にあり得た、あるいは、

宇宙においてあり得るかもしれない、現存の地球型生物

とは異なる少数種アミノ酸組成を探索するため、過去の

研究[1]で復元した 35–38 億年前の祖先ヌクレオシドニリ

ン酸キナーゼ（NDK）から系統的にアミノ酸種類を減らし

た。その結果、マーチソン隕石中から見つかっている８種

を含む 10 アミノ酸種から安定な立体構造を持つ NDK を

再構成できること、さらに３～４種類のアミノ酸を活性部

位に加えると触媒活性を再構築できることを明らかにし

た[2]。この結果は、最初のタンパク質は直接機能に関与

するのではなく、安定な立体構造形成に寄与するアミノ

酸から構成されたことを示唆した。加えて、隕石中から見

つかったアミノ酸、すなわち、宇宙において容易に合成さ

れ、宇宙に普遍的に存在すると予測されるアミノ酸種は、

タンパク質の安定な立体構造形成に重要であることを明

らかにした。したがって、宇宙スケールでの生命起源の

場としても、タンパク質やタンパク質に代わる生命機能を

司る高分子の安定な立体構造形成に必須な 10 種類程
度のビルディングブロックが利用可能な地域・天体が有

力であると予想できる。 
少数種アミノ酸から再構成した NDK は、その少数種ア

ミノ酸の中から最も適したアミノ酸種を各アミノ酸座位に

配置しているとは限らない。原始タンパク質における少数

種アミノ酸がどこまであり得たかを探るには、少数種アミ

ノ酸がつくる配列空間内でのアミノ酸配列を最適化する

必要がある。本サテライトでは、単純化遺伝暗号表を用

いた無細胞タンパク質合成系（単純化翻訳系）の開発も

進めており、今後、単純化翻訳系を用いて少数種アミノ

酸で再構成した NDKの実験室内進化実験を実施する。 

 
参参考考⽂⽂献献: 
[1] Akanuma, S. et al.: 2013, Proc. Natl. Acad. Sci. 

USA 110, 11067-11072   
[2] Kimura, M. & Akanuma, S.: 2020, J. Mol. Evol., 

88, 372–381  

 
 

図 1: 10アミノ酸種で再構成した NDKの活性部位の 3〜5残基を元の
アミノ酸に戻した改変体の触媒活性。(A) 60℃での活性測定。⽣成し
た ATP量を定量した。(B) 触媒活性の温度依存性。 
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1. 初初期期火火星星ででのの隕隕石石衝衝突突にによよるるアアミミノノ酸酸生生成成 
初期火星はどのような環境だったのか、そこでどのよ

うな生命分子が生成し得るのかという課題にアプローチ

するために、初期火星の大気・水環境の数値計算と有機

物生成実験を融合させた研究を、東北大理学研究科に

おいて ABC サテライト研究として 2019 年度よりスタート
させた。初年度の 2019年度は環境の数値計算と有機物
合成実験の具体的なすり合わせを行い、融合的な研究

として、いくつかの計算と実験をスタートさせた。 
これに並行して、既に開始していた初期火星の大気・

水環境の数値計算と有機物生成実験を進めた。例えば、

探査機によって火星表層で撮影された流水地形の分布

は、水が流れてできたことは知られていたが、どのような

気候で雪が積もり、それが溶けて形成されたのかという

問題は未解明であった。本サテライト研究では、これを説

明するための気候モデルを提案し、数値計算をもとに流

水地形を再現することに成功した [1]。 
また、初期火星を模擬した有機物生成実験では、初

期火星大気中で最も主要な炭素源と考えられている二

酸化炭素と最も主要な窒素源と考えられる分子窒素の

みを炭素源・窒素源に用いて、隕石の衝突によってアミノ

酸が生成するかどうかを検証する実験を行った。この大

気組成は極めて有機物を生成しにくい大気と考えられて

いるが、本サテライト研究では、金属鉄を含む隕石の衝

突によって、複数種類のタンパク質構成アミノ酸が生成

することを明らかにした。この研究成果は 2020年 6月に
Scientific Repots 誌に出版し、国内の主要新聞各紙で紹
介された[2]。 

2. 始始原原的的隕隕石石かかららののリリボボーーススのの発発見見 
隕石か ら

はタンパク質

を構成するア

ミノ酸や DNA, 
RNAを構成す
る核酸塩基が

検出されてい

ることから、こ

れらの分子

が生命誕生

前の地球に

降り注ぎ、生

命を作った材料の一部となったという説がある。しかし、

現在の生命を構成する最も主要な分子種のうち、DNA
や RNA を構成する糖のみが宇宙で見つかっていなかっ
た。過去に ABC プログラム研究としてサポートを受けた
本研究では、複数種類の始原的隕石を独自の手法で分

析し、隕石を含む宇宙物質から、初めてRNAを構成する
糖であるリボースを含む四種類の糖を検出した。検出し

た糖の炭素同位体比が、地球生物の作り出す糖よりも、

有意に 13Cに富んでいることも明らかにした。この研究は
2019年 12月に PNAS (米国科学アカデミー紀要)に掲載
され、CNN、ABC ニュース、BBC ニュース、FOX ニュー
スなど世界中の 100 以上の新聞・テレビ・web メディアで
報道された [3]。 

 
参参考考⽂⽂献献: 
[1] Kamada A., Kuroda T., Kasaba Y., Terada N., 

Nakagawa H., Toriumi K., A coupled atmosphere–
hydrosphere global climate model of early Mars: A 
‘cool and wet’ scenario for the formation of water 
channels. Icarus 338, 113567 (2020). 

[2] Takeuchi Y., Furukawa Y., Kobayashi T., Sekine T., 
Terada N. & Kakegawa T., Impact-induced amino 
acid formation on Hadean Earth and Noachian Mars. 
Scientific Reports 9220 (2020). 

[3] Furukawa Y., Chikaraishi Y., Ohkouchi N., Ogawa 
N.O., Glavin D.P., Dworkin J.P., Abe C., and 
Nakamura T., Extraterrestrial ribose and other sugars 
in primitive meteorites. Proceedings of National 
Academy of Science USA 116, 24440-24445 (2019). 

図 2: RNA を構成する唯一の糖であるリボ
ースと、本研究でリボースを検出した隕石
と同じ Murchison 隕石 

図 1: 隕石の海洋衝突のイメージ図. 当時の地球には高
い頻度で小惑星や隕石が衝突していたと考えられている. 
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1. 初初期期火火星星ででのの隕隕石石衝衝突突にによよるるアアミミノノ酸酸生生成成 
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水環境の数値計算と有機物生成実験を進めた。例えば、
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気候で雪が積もり、それが溶けて形成されたのかという

問題は未解明であった。本サテライト研究では、これを説

明するための気候モデルを提案し、数値計算をもとに流

水地形を再現することに成功した [1]。 
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期火星大気中で最も主要な炭素源と考えられている二
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RNAを構成す
る核酸塩基が

検出されてい

ることから、こ

れらの分子

が生命誕生

前の地球に

降り注ぎ、生

命を作った材料の一部となったという説がある。しかし、
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や RNA を構成する糖のみが宇宙で見つかっていなかっ
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本研究では、複数種類の始原的隕石を独自の手法で分

析し、隕石を含む宇宙物質から、初めてRNAを構成する
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た糖の炭素同位体比が、地球生物の作り出す糖よりも、
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2019年 12月に PNAS (米国科学アカデミー紀要)に掲載
され、CNN、ABC ニュース、BBC ニュース、FOX ニュー
スなど世界中の 100 以上の新聞・テレビ・web メディアで
報道された [3]。 
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アストロバイオロジーでは，生命の起源，進化，伝播お

よび未来を明らかにし，地球人類に対する宇宙的観点を

得ることが分野の大きな目標となっている。2015 年に開
始された国際宇宙ステーション曝露部を利用した「たん

ぽぽ計画」では，生命の起源に至るまでに有機物が宇宙

から宇宙塵によって運ばれる可能性と，微生物が惑星間

を移動する可能性（パンスペルミア仮説）を検証するため

の実験を行ってきた。たんぽぽ計画における宇宙での曝

露実験は既に終了し，その分析が進行中である。すでに，

微生物が塊で惑星間を移動できる期間（暗所で数十年）

生存可能であること等が確認されている。2019 年度は，
たんぽぽ計画の最終年である 4 年度の宇宙曝露試料が
地球に帰還し，たんぽぽ計画の 3 年度および 4 年度の
試料の分析を実施した。 
アミノ酸およびその前駆物質の宇宙環境における安定

性を明らかにすることを目的とした，アミノ酸，アミノ酸関

連物質，および複雑態アミノ酸前駆体（一酸化炭素・アン

モニア・水の陽子線照射により合成した模擬星間有機物）

の曝露実験では，宇宙曝露 3 年目の試料の分析を行っ
た。1−3年目の結果をあわせ，宇宙においてアミノ酸など
が一次反応的に（直線的に）分解することがわかった。特

に紫外線に曝露されたものの回収率が低かったため，紫

外線の遮蔽のない環境では，アミノ酸関連分子は宇宙環

境で長期的には安定でないことがわかった。複雑態アミ

ノ酸前駆体以外のアミノ酸とアミノ酸前駆体は，曝露され

た紫外線領域での吸収が大きいものほど分解が大きか

った。しかし，複雑態アミノ酸前駆体は近紫外・可視領域

での吸収がグリシンよりはるかに大きいにもかかわらず，

グリシンとほぼ同じ回収率を示したことから，複雑態であ

ることが安定性につながることが示唆された。 

パンスペルミアの可能性を評価することを目的とした，

放射線耐性 Deinococcus 属細胞の曝露実験では，回収
した試料から生存していたDeinococcus radiodurans菌細
胞クローンにおける変異株分析を行った。地上対象標品

と比較して，宇宙曝露標品での突然変異頻度は変わらな

かった。本実験から，放射線耐性菌 D. radioduransが，3
年間の宇宙曝露でも生存することが明らかになった[1]。 

2019年 8月 8日，宇宙曝露実験「たんぽぽ 2」の国際
宇宙ステーションでの軌道上曝露実験を開始した。たん

ぽぽ 2 には以下のテーマが含まれる：(1)終焉期の恒星
を起源とする有機物が太陽系に運び込まれ始原的な太

陽系有機物の一部となる可能性を検証することを目的と

した，新星周囲で形成されるダストの赤外特性を再現す

る急冷窒素含有炭素質物質の宇宙曝露実験，(2) 分子
雲などの氷ダストで形成されたと考えられるアミノ酸前駆

物質を含む複雑有機物の宇宙塵表面での安定性・構造

変化，及びペプチドへの発展の検証，(3)小惑星や彗星
などの表面における宇宙風化が有機物に与える影響を

明らかにすることを目的とした，炭素質コンドライトの有

機物とその模擬物質の宇宙曝露実験，(4)火星模擬レゴ
リス上で成育可能である光合成生物の土壌としての機能

の評価を目的とした，陸棲藍藻などと火星模擬レゴリス

の混合物の宇宙曝露実験。これらの実験テーマについ

て，2020 年の地球帰還後の試料分析に向けて，リハー
サルや追加の地上実験等を行った。 
さらに，たんぽぽ 1 および 2 における曝露実験の実績
と教訓を活かした「たんぽぽ 3」が進行中である。 
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本サテライトでは、小惑星サンプルリターン「はやぶさ2」
と、惑星間ダストその場分析および活動小惑星フライバ

イ観測「Destiny+」に関わる、観測と物質科学の国内外
研究者からなるマルチスケール小天体科学ネットワーク

を構築し、太陽系における生命材料物質の形成機構お

よび供給機構の総合的解明を目指す。１年目は、はやぶ

さ２の観測で得られたリュウグウの反射スペクトルと類似

するスペクトルを示した Jbilet Winselwan 炭素質 CM 隕
石[1]中の有機物を分析し、小惑星リュウグウと隕石グル
ープとの対応づけを試みた。Destiny+に関しては、ダスト
アナライザーの地上実験としてマトリックス支援レーザー

脱離イオン化飛行時間型質量分析計（MALDI/ToF-MS）
を用いた標準試料の測定を行い、各有機化合物の電子

構造と質量スペクトルパターンとの関係を明らかにした。 
[Jbilet Winselwan隕石の有機物分析] 
多環式芳香族炭化水素(PAHs): Jbilet Winselwan 隕
石中の PAHs は、Murray 隕石よりも約 350 倍濃度が低
く、高揮発性の PAHs，構造的に不安定なカタ縮合型
PAHsが含まれない一方で、ビフェニル骨格を持つ PAHs
が相対的に多いことが判明した。また、これまでに同定さ

れなかった新種の PAHs であるジフェニルアミンやオキ
シビスベンゼンを Jbilet Winselwan 隕石から初めて同定
した。さらに、有機地球化学研究で用いられている堆積

岩の熱熟成指標である、２-メチルビフェニル/フルオレン
比、メチルフェナントレン異性体比を用いて、 Jbilet 
Winselwan 隕石の熱変成温度を算出したところ、加熱継
続期間が 3日で約 425-450℃、1か月で約 390-400℃、1
年で約 350℃と見積もることができた。 
酸不溶性有機物（IOM）: 隕石粉末試料の HCl/HF お
よび CsF/HF処理により、IOM を精製し、CHN元素分析、

炭素同位体分析、顕微ラマン分光分析を行った。その結

果 、 Jbilet Winselwan 隕石中の IOM の H/C は

0.405±0.039，N/C は 0.0368±0.0018，炭素同位体比は
δ13C = -10.408±0.48‰であることが明らかとなった。これ
らの値と，加熱を受けた他の CM コンドライトの値との類
似から、Jbilet Winselwan 隕石は 400-500℃の短期的な
加熱を経験した可能性が示された。一方で， Jbilet 
Winselwan隕石の IOMのラマンスペクトルは始原的な炭
素質 CM 隕石の IOM のものと類似し，短期的な熱変成
では IOMのグラファイト化は進行しないことが判明した。 

[MALDI/ToF-MSを用いた標準試料 21種の測定] 
ピレン、コロネン、ペンタセンの質量スペクトルでは分

子イオンピークが検出された。これは、PAHsがπ電子が
芳香環上に非局在化する安定構造を持つことを反映す

る。4-フェニルピリジン、ニコチン酸、インドール-3-酢酸で
H が付加した分子イオンピークが、キノリン-3-ボロン酸で
はフラグメントイオンピークが検出された。この違いは、

含窒素複素環式化合物の６員環（非共有電子対は混成

軌道）と５員環（非共有電子対は p 軌道）の電子配置の
違いによるものと考えられる。 
また、本サテライト主催による国際研究会 The 3rd joint 

meeting of Regolith and Multi-scale asteroid science 
meeting を 2019 年 10 月 2 日に宇宙科学研究所にて開
催した。会議は 17件の講演、参加者 57名から構成され、
マルチスケール小天体科学ネットワークを発展させること

ができた。 
 
参参考考⽂⽂献献: 
[1] Sugita, S. et al.: 2019, Science, 364, eaaw0422   
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4-3 研究集会 

 日時 主催 研究課題 参加人

数 

1. 2019/10/4 ABC IRD-SSP キックオフミーティング 32 名 

2. 2019/10/21-25 ABC In the Spirit of Lyot 2019 200 名 

3. 2019/12/5-6 ABC 令和元年 ABC シンポジウム 44 名 

4. 2020/2/21-22 ABC 
令和元年度プロジェクト/サテライト成果発表会

「第 8 回 宇宙における生命ワークショップ」 
76 名 

 

＊それぞれのプログラムは次ページ以降 
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IRD-SSPキックオフミーティング
InfraRed Doppler – Subaru Strategic Programs Kick-off meeting

日時：2019年 10月 4日 (金)　
場所：国立天文台

12月 5日 (木)

時間 講演者 所属 タイトル
9:30 田村 元秀 ABC/東京大学 Opening remark

9:40 小谷隆行 ABC IRD装置について
10:00 佐藤文衛 東京工業大学 IRD-SSPの概要と目指すサイエンス
10:25 大宮正士 ABC IRDによる RVサーベイとサンプル

Break

11:00 平野照幸 東京工業大学 視線速度解析
11:20 葛原昌幸 ABC サイエンス推進体制＋サイエンスカテゴリ

Lunch

12:50 荻原正博 国立天文台 M型星周りの惑星形成
13:10 Mingjie Jian 東京大学 Detecting helium directly in stellar and exoplanet atmosphere using one feature: the

helium 10830A line

13:30 Discussion

In the Spirit of Lyot 2019

日時：2019年 10月 21日（月）～5日（金）
場所：東京、東京国際交流館プラザ平成

day 1, Oct. 21, (Mon)

Time Name Title

9:00 Registration

10:00 Opening

Exoplanet (Planet Population)

10:10 B. A. Biller Exoplanet Direct Imaging Surveys: the statistical picture

10:50 E. L. Nielsen The Gemini Planet Imager Exoplanet Survey: Giant Planet and Brown Dwarf Demographics from

10-100 AU

11:05 M. Ogihara Development of planet formation theory by comparison with observational data

11:45 Poster Pops

12:00 Lunch

Instrument and Technology (Ground+)

13:30 D. Mawet High contrast imaging and spectroscopy of exoplanets deconstructed

14:10 N. Jovanovic First Light Results from the Keck Planet Imager and Characterizer

14:25 J. Pezzato Status of the Phase II design and development of the Keck Planet Imager and Characterizer

14:40 A. Vigan Bringing high-spectral resolution to VLT/SPHERE with a coupling to VLT/CRIRES+: status of

the HiRISE project

14:55 Coffee break & Poster viewing

15:40 M. Langlois Status of the SPHERE/SHINE survey: From the observations to the exoplanet detection perfor-

mances.

15:55 J. Lozi SCExAO: Current status and upgrades

16:10 T. Kotani Development of the Extremely High-Contrast, High Spectral Resolution Spectrometer REACH for

the Subaru Telescope

16:24 K. L. Miller Spatial Linear Dark Field Control on SCExAO
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16:40 B. Mazin Results from Microwave Kinetic Inductance Detectors for Exoplanet Direct Imaging

16:55 N. H. Fruitwala Active Speckle Control with Microwave Kinetic Inductance Detectors

17:10 C. Marois Imaging and Characterization of Rocky Earth-size Habitable Zone Planets in the Solar Neighbor-

hood with TMT

17:40 Poster Pops

18:115 Welcome Reception

day 2, Oct. 22, (Tue)

Time Name Title

Disk Theory

9:10 R. Tazaki Effect of dust size and structure on scattered-light of protoplanetary disks

9:25 M. Montesinos Radiative scale-height and shadows in protoplanetary disks

9:40 R. Dong Observing planet formation in protoplanetary disks

10:20 Coffee break & Poster viewing

Disk Imaging

11:00 L. Perez Small-scale Substructures in Planet-forming Disks

11:40 M. Konishi Dust Filtration in T Tauri Star HP Cha

11:55 A. Bayo The illusive disk around TWA 7

12:10 Lunch

13:30 C. Ginski Optical and near-infrared scattered light imaging of protoplanetary disks

14:10 J. Hashimoto Near-infrared high resolution observations of protoplanetary disks with Subaru

14:50 Poster Pops

15:10 Coffee break & Poster viewing

Instrument and Technology (Polarization)

16:00 F. Snik A polarized view of high-contrast imaging

16:40 R. van Holstein Polarization-dependent beam shifts upon metallic reflection in diffraction-limited astronomical

telescopes and instruments

16:55 Short Break

Combination

17:10 J. Birkby Revealing exoplanet atmospheres by combining high contrast imaging with high resolution spec-

troscopy

17:50 A. Zurlo The SPHERE view of our closest multi-planetary system: Proxima Centauri

18:05 T. D. Brandt Masses, Orbits, and New Planets and Brown Dwarfs from Combining Imaging with Astrometry

and Radial Velocity

18:20 Poster Pops

18:30 Poster viewing session (Core time)

day 3, Oct. 23, (Wed)

Time Name Title

Exoplanet Imaging

9:10 Q. M.

Konopacky

Characterizing Directly Imaged Exoplanets

9:50 J. J. Wang Detailed Monitoring of the HR 8799 Planets

10:05 Coffee break & Poster viewing

10:40 K. K. Wilcomb Moderate Resolution Spectroscopy of Directly Imaged Exoplanets

10:55 N. Whiteford Directly-imaged atmospheric characterisation with TauREx retrievals

11:10 Poster Pops

11:30 Lunch

13:00 Excursion
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16:40 B. Mazin Results from Microwave Kinetic Inductance Detectors for Exoplanet Direct Imaging

16:55 N. H. Fruitwala Active Speckle Control with Microwave Kinetic Inductance Detectors

17:10 C. Marois Imaging and Characterization of Rocky Earth-size Habitable Zone Planets in the Solar Neighbor-

hood with TMT

17:40 Poster Pops

18:115 Welcome Reception

day 2, Oct. 22, (Tue)

Time Name Title

Disk Theory

9:10 R. Tazaki Effect of dust size and structure on scattered-light of protoplanetary disks

9:25 M. Montesinos Radiative scale-height and shadows in protoplanetary disks

9:40 R. Dong Observing planet formation in protoplanetary disks

10:20 Coffee break & Poster viewing

Disk Imaging

11:00 L. Perez Small-scale Substructures in Planet-forming Disks

11:40 M. Konishi Dust Filtration in T Tauri Star HP Cha

11:55 A. Bayo The illusive disk around TWA 7

12:10 Lunch

13:30 C. Ginski Optical and near-infrared scattered light imaging of protoplanetary disks

14:10 J. Hashimoto Near-infrared high resolution observations of protoplanetary disks with Subaru

14:50 Poster Pops

15:10 Coffee break & Poster viewing

Instrument and Technology (Polarization)

16:00 F. Snik A polarized view of high-contrast imaging

16:40 R. van Holstein Polarization-dependent beam shifts upon metallic reflection in diffraction-limited astronomical

telescopes and instruments

16:55 Short Break

Combination

17:10 J. Birkby Revealing exoplanet atmospheres by combining high contrast imaging with high resolution spec-

troscopy

17:50 A. Zurlo The SPHERE view of our closest multi-planetary system: Proxima Centauri

18:05 T. D. Brandt Masses, Orbits, and New Planets and Brown Dwarfs from Combining Imaging with Astrometry

and Radial Velocity

18:20 Poster Pops

18:30 Poster viewing session (Core time)

day 3, Oct. 23, (Wed)

Time Name Title

Exoplanet Imaging

9:10 Q. M.

Konopacky

Characterizing Directly Imaged Exoplanets

9:50 J. J. Wang Detailed Monitoring of the HR 8799 Planets

10:05 Coffee break & Poster viewing

10:40 K. K. Wilcomb Moderate Resolution Spectroscopy of Directly Imaged Exoplanets

10:55 N. Whiteford Directly-imaged atmospheric characterisation with TauREx retrievals

11:10 Poster Pops

11:30 Lunch

13:00 Excursion

　

　

day 4, Oct. 24, (Thu)

Time Name Title

Disk Imaging (Debris Disk)

9:10 M. A. MacGre-

gor

Using Debris Disks to Trace Planetary System Formation and Evolution

9:50 P. Kalas Debris disks imaged with the Gemini Planet Imager Exoplanet Survey

10:05 E. Choquet Analysis of the population of debris disks viewed with HST

10:20 K. A. Crotts A Deep Polarimetric Study of the Asymmetrical Debris Disk HD 106906

10:35 J. Milli The scattering phase function of debris disks

10:50 Coffee break & Poster viewing

Observation/Data Reduction Techniques

11:30 M. Samland Exoplanet detection: A temporal approach for increasing contrast performance close to the inner

working angle

11:45 F. Cantalloube Beyond Gaussianity for the speckle statistics, a new consensus for post-processing of high-contrast

images.

12:00 R. Laugier Reconciling kernel-phase and coronagraphy: new steps towards combining the performance of

opposing techniques.

12:15 Lunch

Instrument and Technology (Coronagraph)

13:30 N. Murakami Photonics technology toward high-contrast imaging instruments

14:10 D. Doelman Overview and on-sky results of the vector-Apodizing Phase Plate coronagraph

14:25 E. Por The Phase-Apodized-Pupil Lyot Coronagraph (PAPLC): a simple, high-performance Lyot-style

coronagraph with a small inner working angle

14:40 Coffee break & Poster viewing

Future Plan and Facility (Ground)

15:20 J. K. Chilcote

& A. Boccaletti

(J)

Upgrading the Gemini planet imager: GPI 2.0 SPHERE+, Reaching New Depths

16:00 R. Jensen-Clem Exoplanet Imaging with the Planetary Systems Imager

16:15 G. Chauvin Planet formation and Exoplanets at the Era of the Extremely Large Telescope

Exoplanet/disk Imaging & Future Plan and Facility (Space)

16:30 V. Bailey Overview of the WFIRST Coronagraph Instrument and exoplanet science

16:45 J. H. Debes Studying Disks at High Contrast with WFIRST/CGI

17:25 Poster viewing (Cor time)

19:00 Banquet

day 5, Oct. 25, (Fri)

Time Name Title

Exoplanet Imaging

9:10 K. B. Follette The Bright Future of Protoplanet Direct Imaging - Lessons Learned from the First Generation

Magellan Giant Accreting Protoplanet Survey (GAPlanetS)

9:25 A. J. Bohn Young Suns Exoplanet Survey (YSES) reveals planets, brown dwarfs, and disks in Sco-Cen

9:40 T. O. B.

Schmidt

A tentative first direct detection of a circumplanetary disk

9:55 M. Kasper VISIR/NEAR, a 100-hour direct imaging search for low-mass planets in alpha Centauri

10:10 Coffee break & Poster viewing

11:00 T. Currie The Next Generation of Exoplanet Direct Imaging with Extreme Adaptive Optics

11:40 J. M. Stone Thermal-Infrared Integral Field Spectroscopy of Planets and Protoplanets

11:55 J. Leisenring Directly Imaging Exoplanets and Disks with JWST NIRCam

12:15 Lunch
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Instrument and Technology (Space)

13:30 G. Ruane The Decadal Survey Testbed: Demonstrating Technology for Imaging Earth-like Exoplanets with

Future Space Telescopes

13:45 I. Laginja Laboratory demonstration of high contrast imaging on segmented apertures: Results from STScI

HiCAT testbed

14:00 P. Willems NASA’s S5 Starshade Technology Development Activity

14:15 A. Harness Laboratory demonstration of 1e-10 contrast with a sub-scale starshade external occulter

14:30 Coffee break & Poster viewing

Future Plan and Facility (Space)

15:15 C. Beichman Direct Imaging and Spectroscopy of Exoplanets with the James Webb Space Telescope

15:55 S. Hinkley High Contrast Imaging of Exoplanets and Exoplanetary Systems with JWST

16:35 L. A. Pueyo &

B. Mennesson

(J)

Searching and characterizing exoplanetary gems with ECLIPS, the LUVOIR coronagraph instru-

ment High Contrast Observations with the Habitable Exoplanet - Observatory (HabEx): Science

Goals and Projected Capabilities

17:00 Concluding Remarks

　

　

令和元年アストロバイオロジーセンターシンポジウム
～惑星と生物が作る揺らぎ、律動、安定状態～
Astrobiology Center Symposium Reiwa-1st

Random fluctuation, periodic change, and steady state of planets and lives

日時：2019年 12月 5日 (木) ～ 6日 (金)　
場所：国立天文台

12月 5日 (木)

時間 講演者 所属 タイトル
10:00 田村 元秀 Opening remark

10:15 山本広大 京都大学
大気揺らぎを克服する系外惑星直接観測
Satellite for the astrobiology research on the formation and evolution of organic mat-

ter, and migrations and habitation of life in space

11:15 松本侑士 中央研究院 惑星系の形成と安定性
Planet formation and orbital stability

Lunch

13:15 藤田浩徳 ABC
生物における自己組織的パターン形成
Self-organized pattern formation in living systems

14:15 近藤倫生 東北大学 生態系の複雑性と安定性：「自然のバランス」とはなにか？
Complexity and Stability of Ecological Systems: What is “Balance of Nature”?

Break

15:30 福井暁彦 東京大学 変光モニタリング観測による系外惑星探索
Exoplanet searches by monitoring of stellar variability

16:30 Peter Tuthill Sydney Univ.
Planet detection by measuring position wobbles of the nearest binary system alpha

Centauri by a small space mission

18:00 BAnquet
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Instrument and Technology (Space)

13:30 G. Ruane The Decadal Survey Testbed: Demonstrating Technology for Imaging Earth-like Exoplanets with

Future Space Telescopes

13:45 I. Laginja Laboratory demonstration of high contrast imaging on segmented apertures: Results from STScI

HiCAT testbed

14:00 P. Willems NASA’s S5 Starshade Technology Development Activity

14:15 A. Harness Laboratory demonstration of 1e-10 contrast with a sub-scale starshade external occulter

14:30 Coffee break & Poster viewing

Future Plan and Facility (Space)

15:15 C. Beichman Direct Imaging and Spectroscopy of Exoplanets with the James Webb Space Telescope

15:55 S. Hinkley High Contrast Imaging of Exoplanets and Exoplanetary Systems with JWST

16:35 L. A. Pueyo &

B. Mennesson

(J)

Searching and characterizing exoplanetary gems with ECLIPS, the LUVOIR coronagraph instru-

ment High Contrast Observations with the Habitable Exoplanet - Observatory (HabEx): Science

Goals and Projected Capabilities

17:00 Concluding Remarks

　

　

令和元年アストロバイオロジーセンターシンポジウム
～惑星と生物が作る揺らぎ、律動、安定状態～
Astrobiology Center Symposium Reiwa-1st

Random fluctuation, periodic change, and steady state of planets and lives

日時：2019年 12月 5日 (木) ～ 6日 (金)　
場所：国立天文台

12月 5日 (木)

時間 講演者 所属 タイトル
10:00 田村 元秀 Opening remark

10:15 山本広大 京都大学
大気揺らぎを克服する系外惑星直接観測
Satellite for the astrobiology research on the formation and evolution of organic mat-

ter, and migrations and habitation of life in space

11:15 松本侑士 中央研究院 惑星系の形成と安定性
Planet formation and orbital stability

Lunch

13:15 藤田浩徳 ABC
生物における自己組織的パターン形成
Self-organized pattern formation in living systems

14:15 近藤倫生 東北大学 生態系の複雑性と安定性：「自然のバランス」とはなにか？
Complexity and Stability of Ecological Systems: What is “Balance of Nature”?

Break

15:30 福井暁彦 東京大学 変光モニタリング観測による系外惑星探索
Exoplanet searches by monitoring of stellar variability

16:30 Peter Tuthill Sydney Univ.
Planet detection by measuring position wobbles of the nearest binary system alpha

Centauri by a small space mission

18:00 BAnquet

12月 6日 (金)

時間 講演者 所属 タイトル

9:00 小杉真貴子 ABC

極地のストレス環境下での光合成生物の適応戦略
Adaptation strategies of photosynthetic organisms under stress condition of polar

regions

10:00 須藤斎 名古屋大学 海洋環境変動は生物進化のトリガーなのか？
Changes in oceanic condition drove the evolution of marine organisms

Break

11:15 佐藤文衛 東京工業大学 恒星の速度揺らぎを検出する系外惑星探索
Searching for exoplanets by measuring wobbles of stellar radial velocities

12:15 田村 元秀 Closing remark

第８回　宇宙における生命ワークショップ
8th Life in the Universe workshop by AstroBiology Center, NINS

令和元年度 ABC プロジェクト/サテライト成果報告会
日時：2020年 2月 21日 (金) ～ 2月 22日 (土)　
場所：味覚糖 UHA館 TKP浜松町 CC カンファレンスルーム 4A

2月 21日 (金)

時間 氏名 カテゴリー タイトル
10:10 田村 元秀 Opening remark

10:20 癸生川 陽子 Satellite 宇宙における有機物の形成・進化および生命の移動・居住可能性に関するアストロバイオ
ロジー宇宙実験研究拠点
Satellite for the astrobiology research on the formation and evolution of organic mat-

ter, and migrations and habitation of life in space

10:45 村上 尚史 Project 系外惑星のバイオシグナチャー探査に向けた多層広帯域コロナグラフマスクの開発
Development of multi-layer achromatic coronagraphic masks for detection of biosig-

natures

11:00 平野 照幸 Project 明るい低質量星まわりのハビタブルゾーンに存在する地球型惑星探査
A Search for Earth-like Planets in the Habitable Zone around Bright Low-mass Stars

11:15 石渡 正樹 Project 地球型系外惑星の気候の数値的研究
A numerical study on climates of terrestrial exoplanets

11:30 亀田 真吾 Satellite 強真空紫外線輻射を受ける地球型惑星のハビタビリティ
Habitability of Earth-like exoplanets with high vacuum UV irradiation

Lunch

13:10 鈴木 大輝 ABC 彗星衝突における有機分子生存率
The surviving rate of organic materials after cometary impacts

13:20 高橋 葵 ABC 黄道光スペクトル観測から迫る惑星間塵の起源と性質
Origins and property of interplanetary dust investigated by zodiacal light spectroscopy

13:30 堀 安範 ABC 第一原理分子動力学計算で探る氷天体の内部環境
Ab initio Molecular Dynamics Simulations for Interiors of Icy Bodies

13:40 飯野 孝浩 Project サブミリ波分光によるタイタン大気化学過程の解明と計算基盤の構築
Revealing Titan’s atmospheric chemistry process by sub-millimeter spectroscopy and

development of informatics basis

13:55 Laneuville

Matthieu

Project 非生物的窒素循環への大気化学の影響
Impact of atmospheric chemistry on abiotic nitrogen cycling

13:55 Ramses

Ramirez

Project Improved climate models for magma ocean worlds and habitable planets
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break

14:40 Shawn McG-

lynn

Project 火星および他の外惑星に関連した新しい生物学的メタン代謝
Biological methane metabolism with relevance to Mars and other exoplanets

14:55 鈴木 庸平 Project サンプルリターンの惑星保護と科学研究を両立するための飛散抑制 +滅菌技術の開発
Technological development of planetary protection and scientific research for Category

V restricted sample return

15:10 新原 隆史 Project 火星隕石の水–岩石反応から探る火星表層の古環境
Water-rock interaction on Martian meteorites: Insight into Ancient Environment of

Mars

15:25 三河内 岳 Project 火星起源隕石中の溶融土壌成分から推測する火星表層の環境進化過程
Environmental evolution of Martian surface as inferred from melted soil components

in Martian meteorites

15:40 古川 善博 Satellite 初期火星環境の推定に基づく生命関連有機分子の生成研究
Investigations of the formation of life’s building blocks in possible early Martian en-

vironemnts

break

16:20 古賀 信康 Project 地球上に現存しないトポロジーを持つタンパク質分子の合理設計
Computational design of protein structures with topologies not existing on earth

16:35 諸野 祐樹 Project 超高感度・高精度細胞・胞子検出法の構築と海底下限界生命圏への適用
Development of a method for detecting microbial cells and spores, and its application

to subseafloor biosphere

16:50 山本 正浩 Project 電気エネルギー利用生命圏の探求 その 2

Quests for electric energy harnessing biosphere, Ep2

17:05 北台 紀夫 Satellite 電気化学進化モデルから探る宇宙における生命の起源
Geoelectrochemistry: the drive to life on Earth-type planets

18:00 Banquet

2月 22日 (土)

時間 氏名 カテゴリー タイトル
10:00 Tony Z Jia Project Membraneless polyester microdroplet protocells: primordial compartments at the ori-

gin of life

10:15 清水 義宏 Project リボソーム再構成技術から迫る生命の起源
Origin of life study with in vitro ribosome reconstitution

10:30 横堀 伸一 Project 祖先 tRNAの復元と蛋白質合成系の祖先型化
Resurrection of ancestral tRNAs for reconstruction of ancestral translation system

10:45 松村 茂祥 Project マイクロ流体システムによる擬細胞を用いた RNAおよびペプチドの実験進化
Experimental evolution of RNA and peptide in quasi-cells using droplet microfluidics

11:00 藤島 皓介 Project 深海の CO2流体-反応場における化学進化の検証
Chemical evolution under simulated deep-sea CO2 fluid environment

11:15 赤沼 哲史 Satellite タンパク質の起源に纏わる「鶏と卵のパラドックス」の解決を目指して
Solving the chicken and egg paradox regarding the origin of protein

Lunch

13:00 藤井 悠里 Project 「第 1回リンと生命の起源研究会」の実施とその後の展開
Launching “First Phosphorus and the Origin of Life Workshop” and thereafter

13:15 三田 肇 Project 原始生命誕生の場としてのプロテノイドミクロスフェア
Characterization of proteinoid microsphere on origins of life

13:30 塚谷 祐介 Project 光合成生物による利用波長変遷の進化再現実験
Reproducing the evolution of light wavelength utilization by photosynthetic organisms

13:45 吉村 義隆 Project 生命兆候探査顕微鏡の機能試験用試作機のための試料処理装置開発
Development of the sample processing devices for the Bread Board Model of Life-

signature Detection Microscope

14:00 佐藤 文衛 Satellit 高精度ドップラー観測で探る太陽型星周りのハビタブル惑星
Quest for habitable planets around solar-type stars by precise Doppler observations

break
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break

14:40 Shawn McG-

lynn

Project 火星および他の外惑星に関連した新しい生物学的メタン代謝
Biological methane metabolism with relevance to Mars and other exoplanets

14:55 鈴木 庸平 Project サンプルリターンの惑星保護と科学研究を両立するための飛散抑制 +滅菌技術の開発
Technological development of planetary protection and scientific research for Category

V restricted sample return

15:10 新原 隆史 Project 火星隕石の水–岩石反応から探る火星表層の古環境
Water-rock interaction on Martian meteorites: Insight into Ancient Environment of

Mars

15:25 三河内 岳 Project 火星起源隕石中の溶融土壌成分から推測する火星表層の環境進化過程
Environmental evolution of Martian surface as inferred from melted soil components

in Martian meteorites

15:40 古川 善博 Satellite 初期火星環境の推定に基づく生命関連有機分子の生成研究
Investigations of the formation of life’s building blocks in possible early Martian en-

vironemnts

break

16:20 古賀 信康 Project 地球上に現存しないトポロジーを持つタンパク質分子の合理設計
Computational design of protein structures with topologies not existing on earth

16:35 諸野 祐樹 Project 超高感度・高精度細胞・胞子検出法の構築と海底下限界生命圏への適用
Development of a method for detecting microbial cells and spores, and its application

to subseafloor biosphere

16:50 山本 正浩 Project 電気エネルギー利用生命圏の探求 その 2

Quests for electric energy harnessing biosphere, Ep2

17:05 北台 紀夫 Satellite 電気化学進化モデルから探る宇宙における生命の起源
Geoelectrochemistry: the drive to life on Earth-type planets

18:00 Banquet

2月 22日 (土)

時間 氏名 カテゴリー タイトル
10:00 Tony Z Jia Project Membraneless polyester microdroplet protocells: primordial compartments at the ori-

gin of life

10:15 清水 義宏 Project リボソーム再構成技術から迫る生命の起源
Origin of life study with in vitro ribosome reconstitution

10:30 横堀 伸一 Project 祖先 tRNAの復元と蛋白質合成系の祖先型化
Resurrection of ancestral tRNAs for reconstruction of ancestral translation system

10:45 松村 茂祥 Project マイクロ流体システムによる擬細胞を用いた RNAおよびペプチドの実験進化
Experimental evolution of RNA and peptide in quasi-cells using droplet microfluidics

11:00 藤島 皓介 Project 深海の CO2流体-反応場における化学進化の検証
Chemical evolution under simulated deep-sea CO2 fluid environment

11:15 赤沼 哲史 Satellite タンパク質の起源に纏わる「鶏と卵のパラドックス」の解決を目指して
Solving the chicken and egg paradox regarding the origin of protein

Lunch

13:00 藤井 悠里 Project 「第 1回リンと生命の起源研究会」の実施とその後の展開
Launching “First Phosphorus and the Origin of Life Workshop” and thereafter

13:15 三田 肇 Project 原始生命誕生の場としてのプロテノイドミクロスフェア
Characterization of proteinoid microsphere on origins of life

13:30 塚谷 祐介 Project 光合成生物による利用波長変遷の進化再現実験
Reproducing the evolution of light wavelength utilization by photosynthetic organisms

13:45 吉村 義隆 Project 生命兆候探査顕微鏡の機能試験用試作機のための試料処理装置開発
Development of the sample processing devices for the Bread Board Model of Life-

signature Detection Microscope

14:00 佐藤 文衛 Satellit 高精度ドップラー観測で探る太陽型星周りのハビタブル惑星
Quest for habitable planets around solar-type stars by precise Doppler observations

break

14:40 黒澤 耕介 Project 窒素大気を持つ惑星への斜め天体衝突: 反応性窒素化合物反応場の特徴
Hypervelocity oblique impacts onto planets with N2-rich atmosphere: Characteristics

of chemical reaction fields for reactive N-bearing species

14:55 野口 高明 Project 氷小惑星と彗星起源の宇宙塵に含まれる始原的有機物の解明
Characterization of primitive organic material in cosmic dust derived from icy aster-

oids and comets

15:10 長 勇一郎 Project レーザー抽出法による宇宙線照射年代その場計測法の開発
Development of an in-situ cosmic ray exposure age measurement method based on

laser ablation

15:25 薮田 ひかる Satellite 太陽系の起源と進化の体系的理解をめざすマルチスケール小天体科学
Multi-scale small body science for systematic understanding of Solar System evolution

break

16:05 西川 淳 ABC 超高コントラストコロナグラフの開発
Development of super high contrast cronagraph

16:15 橋本 淳 ABC ALMAで探る原始惑星系円盤における地球型惑星形成領域
ALMA observation of protoplanetary disk at terrestrial planet forming region

16:25 定塚 勝樹 ABC プラズマ刺激が誘導する細胞応答
Cellular Response to plasma irradiation

16:35 小杉 真貴子 ABC 近赤外線利用型光合成生物の生理学的特性
Physiological characterization of photosynthetic organisms which utilize far-red light

to photosynthesis

16:45 滝澤 謙二 ABC 林床における近赤外利用型光合成の実現可能性の検証
Assessing the feasibility of near-infrared radiation driven photosynthesis on the forest

floor

16:55 小松 勇 ABC 令和元年度 ABC若手分野間連携の報告
The annual report of ABC interdisciplinary cooperation for young researchers

17:05 田村元秀 Closing remark
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小小松松 勇勇: 2019, 若手分野間連携の活動について & 生体関連分子の物理化学モデルに

よる計算例をいくつか , 令和元年度 ABC 若手分野間連携ワークショップ 
小小松松 勇勇: 2020, 低温度星周りで実現可能な光合成色素の理論的探索, 第 2 回

ExCELLS 若手交流リトリート 
小小松松 勇勇: 2020, 令和元年度 ABC 若手分野間連携の活動報告, 第 8 回宇宙における生

命ワークショップ 
堀堀 安安範範: 2019, 短周期ガス惑星からの電波放射を用いた内部構造の制約, 日本惑星科

学会秋季講演会. 
宝田拓也, 佐藤文衛, 大大宮宮正正士士, 堀堀 安安範範, 藤井通子: 2019, 視線速度法を用いたプレア

デス星団内における短周期惑星の探索, 日本天文学会秋季年会. 
荻原正博, 堀堀 安安範範: 2019, 詳細な惑星形成過程を考慮したシミュレーションによる スー

パーアースの形成と大気量進化, 日本惑星科学会秋季講演会. 
藤藤田田浩浩徳徳、栂根美佳、川口正代司: 2019, 植物の根系構造における窒素栄養に対する適

応的制御, 日本数理生物学会大会 
藤藤田田浩浩徳徳: 2019, 植物幹細胞制御の数理的解析：茎頂分裂組織と気孔系譜を中心にして, 

第 5 回幹細胞研究会 
西西川川 淳淳, 村上尚史, 一円 光: 2019, 8 分割位相マスクとバイナリ瞳を併用したコロナグラ

フ：すばる用詳細設計, 日本天文学会秋季年会． 
西西川川 淳淳: 2020, 超高コントラストコロナグラフの開発（Development of super high-

contrast coronagraph）, 第 8 回 宇宙における生命ワークショップ 
原原川川紘紘季季, HIDES-F運用グループ: 2020, HIDES-F 自動一次元化システムの開発, 

188cm望遠鏡ワークショップ 
滝滝澤澤 謙謙二二, 得津隆 太郎, 皆川 純: 2019, クラミドモナスの二段階ステート遷移による直

線的電子伝達と循環的電子伝達の制御, 第 10 回日本光合成学会年会 
滝滝澤澤 謙謙二二: 2020, 植物は赤外線を利用するように進化できるか？, 第 45 回生命の起原

のよび進化学会学術講演会 
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滝滝澤澤 謙謙二二, 得津隆 太郎, 皆川 純: 2020, Biphasic state transitions for regulating 
Liner and Cyclic electron flows, 第 61回日本植物生理学会年会 

小小杉杉真真貴貴子子, 植竹淳, 矢野充啓, 田淵ゆり, 諏訪裕一, 小池裕幸: 2019, 氷河上に形成
される微生物群集クリオコナイト粒の光合成特性, 日本微生物生態学会第 33回大会 

神神鳥鳥亮亮, 富阪幸治, 齋藤正雄, 立松健一, 田崎亮, 田田村村元元秀秀, 日日下下部部展展彦彦, 長田哲也, 
中島康, Jungmi Kwon, 松本倫明, 永山貴宏: 2020, 分子雲コアの砂時計型磁場：凍
結磁場モデルとコア形成の初期条件について, 日本天文学会春季年会． 

田田村村元元秀秀: 2019, Exoplanet Direct Imaging: Past and Future, "Earth-Like Planet Direct 
Imaging Workshop" 

田田村村元元秀秀: 2020, Planetary systems around young stars and Earth-like planets 
exploration around nearest M dwarfs with new IR Doppler instruments: IRD & 
SAND, 新学術領域「星惑星形成」シンポジウム 

田田村村元元秀秀: 2019, TMT 時代の系外惑星観測と観測装置, 日本天文学会 2019年秋季年
会 

神神鳥鳥亮亮, 富阪幸治, 齋藤正雄, 立松健一, 田崎亮, 田田村村元元秀秀, 日日下下部部展展彦彦, 長田哲也, 
中島康, Jungmi Kwon, 松本倫明, 永山貴宏, IRSF/SIRPOL チーム: 2020, 分子雲
コアの砂時計型磁場：凍結磁場モデルとコア形成の初期条件について, 日本天文学会
2020年春季年会 

眞山聡, 秋山永治, Olja Panic, James Miley, 塚越崇, 武藤恭之, Ruobing Dong, 
Jerome de Leon, 水木敏幸, Daehyeon Oh, 橋本淳, 崔仁士, Thayne Currie, 高見
道弘, Carol A. Grady, 林正彦, 田田村村元元秀秀, 犬塚修一郎: 2020, ALMA による遷移円
盤内の傾いた内側ガス円盤の検出, 日本天文学会 2020年春季年会 

大大宮宮正正士士, 原原川川紘紘季季, 工工藤藤智智幸幸, Sebastien Vievard, 平野照幸, 佐藤文衛, Teng 
Huan-Yu, 葛葛原原昌昌幸幸, 日日下下部部展展彦彦, 高高橋橋葵葵, 宝田拓也, 笠木結, 小小谷谷隆隆行行, 田田村村元元
秀秀, IRD-SSP チーム: 2020, IRD-SSP による M 型星周りの惑星サーベイ：１年目の
観測ステータス, 日本天文学会 2020年春季年会 

小小谷谷隆隆行行, 河原創, 石塚将斗, 米田謙太, Nemanja Jovanovic, Olivier Guyon, 
Sebastien Vievard, Julien Lozi, Ananya Shahoo, 田田村村元元秀秀: 2020, REACHプロジ
ェクト：超高コントラストと高分散分光を組み合わせたすばる 望遠鏡での系外惑星直接
撮像分光について, 日本天文学会 2020年春季年会 

成成田田憲憲保保、福井暁彦、生駒大洋、田田村村元元秀秀、日日下下部部展展彦彦、森 万由子、山室智康: 2019, 
TESS惑星候補の地上フォローアップ観測に向けた MuSCAT3の開発, 日本地球惑星
科学連合 2019年大会 
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成成田田憲憲保保: 2019, 高精度多色撮像観測と統計解析の融合による TESS時代のトランジット
惑星探査, 2019 天文学におけるデータ科学的方法 (JST CREST「広域撮像探査観測
のビッグデータ分析による統計計算宇宙物理学」共催研究会) 

日日下下部部展展彦彦: 2019, アストロバイオロジーを伝える学際的な広報普及, 日本天文学会秋季
年会 

川越至桜, 日日下下部部展展彦彦: 2019, 天文部の活動を通した次世代育成と STEAM教育, 日本
天文学会秋季年会 

高高橋橋葵葵, 大坪貴文, 松原英雄, 臼井文彦, 左近樹, 茅原弘: 2019, 「あかり」中間赤外線
分光観測による異なる母天体起源の惑星間塵の性質比較, 日本地球惑星科学連合大
会 

高高橋橋葵葵, 小林仁美, 癸生川陽子, 大坪貴文, 石原大助, 茅原弘毅 左近樹 SPICA太陽
系・系外惑星サイエンス検討班: 2020, SPICA による中間赤外線分光観測で迫る太陽
系内惑星間塵の性質, 日本天文学会春季年会 

葛葛原原 昌昌幸幸, 佐藤 文衛, 田田村村 元元秀秀, 小小谷谷 隆隆行行, 大橋 永芳, 大大宮宮 正正士士, 平野 照幸, 
原原川川 紘紘季季, 青木 和光, 成成田田 憲憲保保, 堀堀 安安範範, 上田 暁俊, 福井 暁彦, 石川 裕之, 
石塚 将斗, 黒黒川川 隆隆志志, 日日下下部部 展展彦彦, 工工藤藤 智智幸幸, 小久保 英一郎, 小西 美穂子, 
中中島島 紀紀, 西西川川 淳淳, 荻原 正博, 芹澤 琢磨:2019, IRDによる赤外線高精度ドップラー
法から明らかになる系外惑星: 低温 M型星の惑星の大規模探査の開始, 日本地球惑
星科学連合 2019年大会 

大大宮宮正正士士, 原原川川紘紘季季, 工工藤藤智智幸幸, Sebastien Vievard, 平野照幸, 佐藤文衛, Teng 
Huan-Yu, 葛葛原原昌昌幸幸, 日日下下部部展展彦彦, 高高橋橋葵葵, 宝田拓也, 笠木結, 小小谷谷隆隆行行, 田田村村元元
秀秀: 2020, IRD-SSPによる M型星周りの惑星サーベイ：１年目の観測ステータス, 日本
天文学会 2020年春季年会 

大大宮宮正正士士: 2020, 近赤外ドップラー装置 IRDによる M型矮星周りの系外惑星探索, 第
25回天体スペクトル研究会 

小小谷谷隆隆行行, 河原創, 石塚将斗, 米田謙太, Nemanja Jovanovic, Olivier Guyon, 
Sbastien Vievard, Julien Lozi, Ananya Shahoo, 田田村村元元秀秀: 2020, REACHプロジェ
クト： 超高コントラストと高分散分光を組み合わせたすばる望遠鏡での系外惑星直接撮
像分光について, 日本天文学会 2020年春季年会． 

鈴鈴木木大大輝輝, Liton Majumdar, 徳田一起、大石寿雅、斎藤正雄、廣田朋也: 2019, CH3NH2
の生成経路, 日本天文学 2019年会秋季年会 

鈴鈴木木大大輝輝、柴田雄、細野七月: 2019, 彗星衝突における有機分子生存率, 第 8回宇宙に
おける生命ワークショップ 

鈴鈴木木大大輝輝、柴田雄、細野七月: 2019, 彗星衝突による有機分子運搬の可否, 天体の衝突
物理の解明 (XV)～小惑星の表層進化～ 
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5-5 和文報告（研究会収録、査読無し論文等） 
荻原正博, 堀堀 安安範範: 2019, スーパーアースの形成と大気, 天文月報, 112, p906-916. 
小小杉杉真真貴貴子子, 小池裕幸: 2019, 南極の陸生光合成生物における光化学系 II の光不活性

化波長依存性と生育環境における光阻害の潜在的リスク, 光合成研究, 29 (1), p29-
38. 

田田村村元元秀秀: 2019, 系外惑星の観測で新展開を迎えたアストロバイオロジー, milsil, 2020 年

1月号, p5-7 
 
 
5-6 著書・出版 
Meadows, Victoria S.: Arney, Giada N.; Schmidt, Britney E.; Des Marais, David J., 

2020, Planetary Astrobiology, University of Arizona Press 
田田村村元元秀秀, 2020, ようこそ、アストロバイオロジーの新世界へ, milsil, 東京, p3-4,  
田田村村元元秀秀, 2020, 太陽系恒星まわりの系外惑星の発見, 科学, 東京, p56-59,  
成成田田憲憲保保:, 2020, 地球は特別な惑星か？ 地球外生命に迫る系外惑星の科学, 講談社, 
東京.  

小小谷谷隆隆行行ほか（青木 和光、秋山 正幸、岩田 生、大朝 由美子、小野寺 仁人、柏川 伸
成、小小谷谷 隆隆行行、児玉 忠恭、小山 佑世、空華 智子、高田 昌広、田中 雅臣、中島 
静、本田 充彦、吉田 二美 編）: 2020, すばる望遠鏡と TMTが結ぶ新たな宇宙像 
(サイエンスブック 2020), 自然科学研究機構国立天文台, 東京． 

小小谷谷隆隆行行ほか(高原文郎, 家 正則, 小玉英雄, 高橋忠幸 編): 2020, 宇宙物理学ハンド

ブック, 朝倉書店, 東京. 
 
 
5-7 プレスリリース・新聞記事・取材など 
2019 年 5月 15 日：すばる望遠鏡の新しい系外惑星「撮像」装置：円盤に埋もれた若い惑

星を探せ 
2019 年 5月 21 日：(サテライト)極寒の冥王星の地下に海が存在できる謎を解明 
2019 年 6月 7 日：植物の葉の配列における対称性の破れ 
2019 年 6月 23 日：(取材協力：成田憲保) NHK スペシャル「スペース・スペクタクル」シリ

ーズ第１集 宇宙人の星を見つけ出せ 
2019 年 6月 26 日：アルマ望遠鏡、惑星誕生の現場をピンポイントで特定 
2019 年 8月 15 日：木星の中心核は激しい天体衝突の痕跡？ 
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2019 年 9月 10 日：(プロジェクト)火星衛星探査に向けた国際的な惑星保護方針への貢

献について 〜日本の研究チームが火星衛星微生物汚染評価に関する科学的研究成

果を発表 国際ルール設定へ主導的な役割〜 
2019 年 10月 4 日：(プロジェクト)生命誕生に欠かせない「区画化」の新たな起源 
2019 年 11月 1 日：アマチュア天文家が発見した最近傍の重力レンズ系外惑星 
2019 年 11月 20 日：(サテライト)生命を構成する糖を隕石から始めて検出 ―宇宙に

RNA の材料となる糖の存在を証明― 
2020 年 1月 7 日：南極の陸上環境で近赤外線による酸素発生型光合成を行う緑藻類を

発見 
2020 年 1月 15 日：(プロジェクト)小天体衝突による火星から衛星への物質輸送、従来の

見積もりの１０倍以上 
2020 年 1月 31 日：TRAPPIST-1 周りの７個の地球サイズの惑星には大気がある？ 
2020 年 3月 23 日：(プロジェクト)地上大型電波望遠鏡により、土星の衛星タイタンの大気

成分の詳細な観測に成功 
2020 年 3月 14 日：（取材協力：堀安範）日本経済新聞 親子スクール理科学 「地球には

なぜ水があるの？」 
2020 年 3月 31 日：(プロジェクト)リボソームを試験管内で自由に再構成 
 
 
5-8 連携研究による成果論文（査読あり）：57 編 
＊下線は公募研究代表者、5-1 との重複あり。以下同様。 
Yamamoto, H., Mizoguchi, T., Tsukatani, Y., Tamiaki, H., Kurisu, G., and Fujita, Y. 

(2020) Chlorophyllide a oxidoreductase preferentially catalyzes 8-vinyl reduction 
over B-ring reduction of 8-vinyl chlorophyllide a in late steps of bacteriochlorophyll 
biosynthesis. ChemBioChem. doi: 10.1002/cbic.201900785. 

Madigan, M.T., Resnick, S.M., Kempher, M.L., Dolnalkova, A.C., Takaichi, S., Wang-
Otomo, Z., Toyoda, A., Kurokawa, K., Mori, H., and Tsukatani, Y. (2019) 
Blastochloris tepida, sp. nov., a thermophilic species of the bacteriochlorophyll b-
containing genus Blastochloris. Arch. Microbiol. 201, 1351−1359. 

Teramura, M., Tsukatani, Y., Harada, J., Hirose, M., and Tamiaki, M. (2019) 
Stereoselective C3-substituent modification and substrate channeling by 
oxidoreductase BchC in bacteriochlorophyll a biosynthesis. FEBS Lett., 593, 
799−809.   
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Tsukatani, Y., Hirose, Y., Harada, J., Yonekawa, C., and Tamiaki, H. (2019) Unusual 
features in the photosynthetic machinery of Halorhodospira halochloris DSM 1059 
revealed by complete genome sequencing. Photosynth. Res., 140, 311−319.  

Takahiro Iino, Hideo Sagawa and Takashi Tsukagoshi, 14N/15N isotopic ratio in 
CH3CN of Titan's atmosphere measured with ALMA, The Astrophysical Journal, 
2020, Volume 890, Issue 2, id.95 

Miyazaki, J., Ikuta, T., Watsuji, T., Abe, M., Yamamoto, M., Nakagawa, S., Takaki, 
Y., Nakamura, K., Takai, K. Dual energy metabolism of 
the Campylobacterota endosymbiont in the chemosynthetic snail Alviniconcha 
marisindica. ISME J. (2020) 36. 

Okamoto, T., Kurosawa, K., Genda, H., and Matsui, T. (2020), Impact ejecta near the 
impact point observed using ultra-high-speed imaging and SPH simulations and a 
comparison of the two method, Journal of Geophysical Research Planets, 
e2019JE005943, https://doi.org/10.1029/2019JE005943  

Shimojo, M., Amikura, K., Masuda, K., Kanamori, T., Ueda, T., Shimizu, Y. In vitro 
reconstitution of functional small ribosomal subunit assembly for comprehensive 
analysis of ribosomal elements in E. coli. (2020) Commun. Biol. 3: 142. doi: 
10.1038/s42003-020-0874-8.  

Hirano, T., Gaidos, E., Winn, J. N., Dai, F., Fukui, A., Kuzuhara, M., Kotani, T., 
Tamura, M., Hjorth, M., Albrecht, S., Huber, D., et al., "Evidence for Spin-orbit 
Alignment in the TRAPPIST-1 System", ApJL, Vol.890, id.L27, 2020 

Gaidos, E., Hirano, T., Mann, A. W., Owens, D. A., Berger, T. A., France, K., 
Vanderburg, A., Harakawa, H., Hodapp, K. W., Ishizuka, M., et al. "Zodiacal 
Exoplanets in Time. X. The Orbit and Atmosphere of the Young "Neptune Desert"-
Dwelling Planet K2-100b", MNRAS 

Gan, Tianjun, Shporer, Avi, Livingston, John H., Collins, Karen A., Mao, Shude, 
Trani, Alessandro A., Gandolfi, Davide, Hirano, Teruyuki, Luque, Rafael, Stassun, 
Keivan G., "LHS 1815b: The First Thick-disk Planet Detected by TESS", AJ, 
Vol.159, id.160, 2020 

Lam, Kristine W. F., et al. including Teruyuki Hirano, "It Takes Two Planets in 
Resonance to Tango around K2-146", AJ, Vol.159, id.120, 2020 

Hjorth, M., Justesen, A. B., Hirano, T., Albrecht, S., Gandolfi, D., Dai, F., Alonso, R., 
Barragán, O., Esposito, M., Kuzuhara, M., et al., "K2-290: a warm Jupiter and a 
mini-Neptune in a triple-star system", MNRAS, Vol.484, p.3522-3536, 2019 
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Chontos, Ashley, Huber, Daniel, Latham, David W., Bieryla, Allyson, Van Eylen, 
Vincent, Bedding, Timothy R., Berger, Travis, Buchhave, Lars A., Campante, 
Tiago L., Chaplin, William J., Colman, Isabel L., Coughlin, Jeff L., Davies, Guy, 
Hirano, Teruyuki, Howard, Andrew W., Isaacson, Howard, "The Curious Case of 
KOI 4: Confirming Kepler’s First Exoplanet Detection", AJ, Vol.157, id.192, 2019 

Gandolfi, Davide, Fossati, Luca, Livingston, John H., Stassun, Keivan G., Grziwa, 
Sascha, Barragán, Oscar, Fridlund, Malcolm, Kubyshkina, Daria, Persson, Carina 
M., Dai, Fei, et al. including Teruyuki Hirano, "The Transiting Multi-planet System 
HD15337: Two Nearly Equal-mass Planets Straddling the Radius Gap", ApJL, 
876, L24, 2019 

Gaidos, E., Hirano, T., Ansdell, M., "Monitoring of the D doublet of neutral sodium 
during transits of two `evaporating' planets", MNRAS, Vol.485, p.3876-3886, 2019 

Smith, A. M. S., et al. including Hirano, T., "K2-295 b and K2-237 b: Two Transiting 
Hot Jupiters, Acta Astronomica", vol.69, p.135-158, 2019 

Huber, Daniel, et al., including Hirano, T.,"A Hot Saturn Orbiting an Oscillating Late 
Subgiant Discovered by TESS", AJ, Vol.157, id.245, 2019 

Persson, Carina M., et al., including Hirano, T., "Greening of the brown-dwarf desert. 
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一円光, 村上尚史, 西川淳，「8分割位相マスクコロナグラフのためのダークホール制御技
術の開発」，日本天文学会 2019年秋季年会, 熊本, 2019年 9月 

西川淳, 村上尚史, 一円光，「8分割位相マスクとバイナリ瞳を併用したコロナグラフ：すば
る用詳細設計」，日本天文学会 2019年秋季年会, 熊本, 2019年 9月 

Jun Nishikawa et al., 「Combination of apodized pupil and phase mask coronagraph 
for Subaru Telescope」，In the Spirit of Lyot 2019, 東京, 2019年 10月 

Naoshi Murakami，「Photonics technology toward high-contrast imaging 
instruments」，In the Spirit of Lyot 2019, 東京, 2019年 10月 【招待講演】 

吉村義隆，山岸明彦，宮川厚夫，今井栄一，佐々木聰，佐藤毅彦，塩谷圭吾，小林憲正，

癸生川陽子， 岡田朋華，薮田ひかる，長沼毅，三田肇，登尾浩助，佐藤直人，丸尾裕
一，藤田和央，臼井寛裕． 火星表面探査のための生命兆候探査顕微鏡（LDM）開発の
現状．第 34回宇宙環境利用シンポジウ ム，宇宙科学研究所，2020 年 1 月 21－22 
日 （口頭） 

吉村義隆，山岸明彦，宮川厚夫，今井栄一，佐々木聰，佐藤毅彦，塩谷圭吾，小林憲正，

癸生川陽子，岡田朋華，薮田ひかる，長沼毅，三田肇，藤田和央，臼井寛裕．火星表面

探査のための生命兆候探査顕微鏡（LDM）開発の現状．第 20回宇宙科学シンポジウ
ム，宇宙科学研究所．2020 年 1 月 8－9 日 （ポスター） 

吉村義隆，山岸明彦，佐藤毅彦，宮川厚夫，今井栄一，佐々木聰，小林憲正，癸生川陽

子，岡田朋華， 塩谷圭吾，薮田ひかる，長沼毅，三田肇，藤田和央，臼井寛裕. 火星
表面で生命の兆候を検出する生命探査顕微鏡の開発. 日本惑星科学会秋季講演会, 
京都，2019 年 10 月 7-9 日 （ポスター） 

吉村義隆，山岸明彦，宮川厚夫，今井栄一，佐々木聰，佐藤毅彦，塩谷圭吾，小林憲正，

癸生川陽子， 岡田朋華，薮田ひかる，長沼毅，三田肇，藤田和央，臼井寛裕. 火星表
面で生命の兆候を検出する顕微鏡開発．2019 年度アストロバイオロジーワークショッ
プ，福岡，2019 年 11 月 30 日－12 月 1 日（口頭） 
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岡田朋華, 吉村義隆, 宮川厚夫, 村野由佳, 横堀伸一, 山岸明彦, 小林憲正, 癸生川陽
子．火星生命探査顕微鏡における有機物と鉱物の識別法の検討．日本宇宙生物科学

会第 33 回大会，千葉，2019 年 9 月 21－22 日 （ポスター） 
Yoshitaka Yoshimura, Akihiko Yamagishi, Takehiko Satoh, Atsuo Miyakawa, Eiichi 

Imai, Satoshi Sasaki, Kensei Kobayashi, Yoko Kebukawa, Tomoka Okada, Keigo 
Enya, Hikaru Yabuta, Takeshi Naganuma, Hajime Mita, Kazuhisa Fujita, Tomohiro 
Usui, Current status of Life Detection Microscope (LDM) for Mars surface 
exploration. JpGU 2019, Makuhari, Chiba, Japan, 26-30 May 2019 (Oral) 

Yoshitaka Yoshimura, Akihiko Yamagishi, Takehiko Satoh, Atsuo Miyakawa, Eiichi 
Imai, Satoshi Sasaki, Kensei Kobayashi, Yoko Kebukawa, Tomoka Okada, Keigo 
Enya, Hikaru Yabuta, Takeshi Naganuma, Hajime Mita, Kazuhisa Fujita, Tomohiro 
Usui, Development of Life Detection Microscope (LDM) for in situ imaging of living 
cells on Mars surface. JpGU 2019, Makuhari, Chiba, Japan, 26-30 May 2019 
(Poster) 

Yoshitaka Yoshimura, Akihiko Yamagishi, Takehiko Satoh, Atsuo Miyakawa, Eiichi 
Imai, Satoshi Sasaki, Kensei Kobayashi, Yoko Kebukawa, Tomoka Okada, Keigo 
Enya, Hikaru Yabuta, Takeshi Naganuma, Hajime Mita, Kazuhisa Fujita, Tomohiro 
Usui, Scientific significance of searching living cells on Mars surface by Life 
Detection Microscope (LDM). JpGU 2019, Makuhari, Chiba, Japan, 26-30 May 
2019 (Oral) 

Yoshitaka Yoshimura, Life search on Mars by Life Detection Microscope (LDM), 
JpGU 2019, Makuhari, Chiba, Japan, 26-30 May 2019 (Oral) 

Yoshitaka Yoshimura, Akihiko Yamagishi, Takehiko Satoh, Atsuo Miyakawa, Eiichi 
Imai, Satoshi Sasaki, Kensei Kobayashi, Yoko Kebukawa, Tomoka Okada, Keigo 
Enya, Hikaru Yabuta, Takeshi Naganuma, Hajime Mita, Kazuhisa Fujita, Tomohiro 
Usui, Development of Life Detection Microscope (LDM) for in situ imaging of living 
cells on Mars surface. Joint Symposium 32nd ISTS & 9th NSAT, Fukui, Japan, 15-
21 June 2019 (Oral) 

Satoshi Sasaki, Yoshitaka Yoshimura, Keigo Enya, Atsuo Miyakawa, Kazuhisa 
Fujita, Tomohiro Usui, Sohsuke Ohno, Akihiko Yamagishi, Sanjay S. Limaye. 
Microscope for Life Detection in Venus Clouds, IVC2019-0061, The 74th Fujihara 
Seminar / International Venus Conference 2019, Niseko, Hokkaido, Japan, 31 May 
- 3 June, 2019 (Oral) 

Satoshi Sasaki, Yoshitaka Yoshimura, Keigo Enya, Atsuo Miyakawa, Kazuhisa 
Fujita, Tomohiro Usui, Sohsuke Ohno, Akihiko Yamagishi, Sanjay S. Limaye. Life 
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Detection Microscope for Venus Cloud Particles. AbSciCon 2019, Bellevue, 
Washington, USA, 24-28 June 2019 (Poster) 

Yoshitaka Yoshimura, Satoshi Sasaki, Akihiko Yamagishi, Takehiko Satoh, Atsuo 
Miyakawa, Eiichi Imai, Kensei Kobayashi, Yoko Kebukawa, Tomoka Okada, Keigo 
Enya, Hikaru Yabuta, Takeshi Naganuma, Hajime Mita, Kazuhisa Fujita, Tomohiro 
Usui. Life Detection Microscope (LDM) for Mars surface in situ observation. 
AbSciCon 2019, Bellevue, Washington, 24-28 June 2019 (Oral) 

Satoshi Sasaki, Yoshitaka Yoshimura, Keigo Enya, Atsuo Miyakawa, Kazuhisa 
Fujita, Tomohiro Usui, Sohsuke Ohno, Akihiko Yamagishi, Sanjay S. Limaye. Life-
signature Detection Microscope for Cloud Layer Particles, Venera-D Landing Sites 
selection and Cloud Layer Habitability Workshop, IKI, Moscow, Russia, October 2-
5, 2019, (Oral) 

Satoshi Sasaki, Yoshitaka Yoshimura, Keigo Enya, Atsuo Miyakawa, Kazuhisa 
Fujita, Tomohiro Usui, Sohsuke Ohno, Akihiko Yamagishi, Sanjay S. Limaye. 
Microscope for Venus Cloud Particle Observation, OKINAWA COLLOIDS 2019, 
Bankoku Shinryokan, Nago, Okinawa, Japan, 3-8 Nov., 2019. (Oral) 

佐野栄俊, 「我々のこれまでの取り組みについて」第１回リンと生命の起源研究会, 首都大
学東京, 2019年 9月 

下西隆, 「星間氷に含まれるリンとその観測可能性」第１回リンと生命の起源研究会, 首都
大学東京, 2019年 9月 

藤井悠里, 「第１回リンと生命の起源研究会の実施とその後の展開」第 8回宇宙における
生命ワークショップ, 味覚糖 UHA館 TKP浜松町 CC カンファレンスルーム 4A, 2020
年 3月 

平野照幸，「分光観測を用いたトランジット系外惑星探査の現状」，第 25回天体スペクトル
研究会，東京工業大学，2020年 3月【招待/基調講演】 

平野照幸，井上剛志，本田充彦，SPICAサイエンス検討会，「SPICAが切り開くサイエン
ス：星・惑星形成，惑星系の観測ハイライト」，日本天文学会春季年会，筑波大学，2020
年 3月【招待/基調講演】 

平野照幸，「IRDデータの視線速度解析」，IRD-SSPキックオフミーティング，国立天文
台，2019年 9月（口頭） 

平野照幸，Eric Gaidos，葛原昌幸，小谷隆行，田村元秀，すばる/IRDチーム，「近赤外高
分散分光器 IRDによる系外惑星のトランジット分光観測」，日本天文学会秋季年会，熊
本大学，2019年 9月（口頭） 

臼井寛裕，大坪貴文，水木敏幸，奥住聡, 奥谷彩香, 大野和正，関根康人，平野照幸（発
表者），藤井友香，笠羽康正，川島由依，癸生川陽子，小林仁美，小林浩，佐川英夫，
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空華智子，高橋葵，前澤裕之，松尾太郎，薮田ひかる，SPICAチーム，「SPICAサイエ
ンス検討会「太陽系・系外惑星班」の活動報告」，日本惑星科学会秋季講演会，京都産

業大学，2019年 10月（口頭） 
Laneuville M., Danielache S., Cleaves H., Influence of atmospheric chemistry on 

abiotic nitrogen cycling, European Astrobiology Institute General Assembly, 
Liblice, Czech Republic (2019). (oral) 

Laneuville M., Danielache S., Cleaves H., Influence of atmospheric chemistry on 
abiotic nitrogen cycling, European Geosciences Union, Vienna, Austria (2019). 
(oral) 

Ramses Ramirez,Improved climate models for magma oceans and habitable planets, 
Astrobiology Center, 8th Life in the Universe Workshop, Tokyo Japan February 
2020 【INVITED】 

Ramses Ramirez,Testing the predictions made by the habitable zone, Gordon 
Conference, Houston, Texas,January 2020(INVITED ORAL TALK) 

Ramses Ramirez,Is CH4 really a good biosignature gas for M-dwarf habitable zone 
planets? Atmospheres of exoplanets seminar, University of Tokyo October 2019 
【INVITED】 

Ramses Ramirez,Using the habitable zone to understand the atmospheric 
composition of terrestrial planets, seminar, ISAS/JAXA October 2019 【INVITED】 

Ramses Ramirez,The habitability of planets orbiting M-dwarf systems and the 
implications for life, National Astronomical Observatory of Japan, Colloquium, 
Tokyo, Japan April 2019 【INVITED】 

Ramses Ramirez,A More Dynamic Habitable Zone, Earth-Life Science Institute, The 
1st International Workshop for Aquaplanetology, Tokyo, March 2019 【INVITED】 

Ramses Ramirez, H2O-CO2 Escape and Buildup in Magma Ocean Atmospheres, 
Astrobiology Center, 7th Life in the Universe Workshop, Tokyo, Japan February 
2019 【INVITED】 

Ramses Ramirez, Planetary Atmospheres around M-dwarfs, Astrobiology Center, 
Astrobiology Center Symposium, Tokyo, Japan January 2019 【INVITED】 

Tony Z Jia, Polyester Systems as Model Non-biomolecular Polymers in Origins of 
Life, and Introduction to AbGradCon 2020, Online Seminar. Blue Marble Space 
Institute of Science Team Meeting, 19 Mar 2020 

Tony Z Jia, Polyester microdroplets, coacervates, and other membraneless non-
biological assemblies as primordial compartments, Gordon Research Conference: 
Origins of Life – Galveston, Texas, USA, 20 Jan 2020 【Invited Seminar】 
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Tony Z Jia, Membraneless polyester microdroplets as primordial compartments at 
the origins of life, Institute Seminar. Osaka University – Osaka, Osaka, Japan, 10 
Dec 2019 

Tony Z Jia, Membraneless polyester microdroplets as primordial compartments at 
the origins of life, Academica Sinica – Taipei, 4 Nov 2019【Invited Seminar】 

Tony Z Jia, Membraneless Polyester Microdroplets as Primordial Compartments at 
the Origins of Life, Institute Seminar. Institut Pierre-Gilles de Gennes pour la 
Microfluidique – Paris, France, 12 Sep 2019 

Tony Z Jia, Physical and Chemical Analysis of Polyester Microdroplets. Institute 
Seminar, Institute for Planetary Materials – Okayama University, Misasa, Tottori, 
Japan, 12 Jun 2019 

Tony Z Jia, Membraneless polyester microdroplet protocells: primordial 
compartments at the origin of life. Japan Astrobiology Center 8th Life in the 
Universe Workshop – Minato-ku, Tokyo, Japan, 21 Feb 2020 (Oral) 

Tony Z Jia, Membraneless Polyester Microdroplets as Primordial Compartments at 
the Origins of Life, ELSI 8th Annual Symposium – Tokyo Institute of Technology, 
Meguro-ku, Tokyo, Japan, 4 Feb 2020 (Poster) 

Tony Z Jia, Membraneless Polyester Microdroplets as Primordial Compartments at 
the Origins of Life, Gordon Research Conference: Origins of Life – Galveston, 
Texas, USA, 19 Jan 2020 (Poster) 

Tony Z Jia, Membraneless Polyester Microdroplets as Primordial Compartments at 
the Origins of Life, Gordon Research Seminar: Origins of Life – Galveston, Texas, 
USA, 18 Jan 2020 (Poster) 

Tony Z Jia, Membraneless Polyester Microdroplets as Primordial Compartments at 
the Origins of Life, 4th ASUKA Liquid-Liquid Phase Separation Symposium – 
Nara, Nara, Japan, 9 Dec 2019 (Poster and Oral) 

Tony Z Jia, Membraneless Polyester Microdroplets as Primordial Compartments at 
the Origins of Life, Japan Society for Cell Synthesis Research Annual Meeting – 
Matsuyama, Ehime, Japan, 17 Oct 2019 (Poster) 

Tony Z Jia, Membraneless Polyester Microdroplets as Primordial Compartments at 
the Origins of Life, 80th CNRS Anniversary French Research Day in Japan 2019 – 
Shibuya-ku, Tokyo, Japan, 10 Oct 2019 (Oral) 

Tony Z Jia, Recent Advances in Origins of Life Research by Biophysicists, 
Biophysical Society of Japan Annual Meeting – Miyazaki, Miyazaki, Japan, 25 Sep 
2019 (Oral) 
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Tony Z Jia, Membraneless Polyester Microdroplets as Primordial Compartments at 
the Origins of Life, Biophysical Society of Japan Annual Meeting – Miyazaki, 
Miyazaki, Japan, 25 Sep 2019 (Poster) 

Tony Z Jia, Membraneless Polyester Microdroplets as Primordial Compartments at 
the Origins of Life, EANA Annual Meeting 2019 – Orleans, Loiret, France, 4 Sep 
2019 (Oral) 

Tony Z Jia, Membraneless Polyester Microdroplets as Primordial Compartments at 
the Origins of Life, Astrobiology Graduate Conference 2019 – University of Utah, 
Utah, USA, 23 Jul 2019 (Oral) 

Tony Z Jia, Assembly of Membraneless Polyester Microdroplet Compartments 
Synthesized From Alpha Hydroxy Acids Under Plausible Prebiotic Conditions, 
Astrobiology Science Conference (AbSciCon) – Seattle, Washington, USA, 24 Jun 
2019 (Oral) 

Mikouchi T., Takenouchi A., Shirai N. and Yamaguchi A., Search for Martian regolith 
components in shock melted shergottites Queen Alexandra Range 94201 and 
Dhofar 378, 51st Lunar and Planetary Science Conference, The Woodlands, USA, 
2020. 3 （ポスター）. 

Shikina R. and Mikouchi T., Heating Experiments of Maskelynite in Zagami and 
Elephant Moraine A79001: Implications for Their Relative Shock Degrees, 82nd 
Annual Meeting of the Meteoritical Society, Sapporo, Japan, 2019.7 (口頭) 

Nagao K., Park J., Choi J., Baek J. M., Haba M. K., Mikouchi T., Zolensky M. E., 
Herzog G. F., Park C., Lee J. I. and Lee M. J., Genetic Relationship Between 
Martian Chassignites and Nakhlites Revealed from Noble Gases, 82nd Annual 
Meeting of the Meteoritical Society, 2019.7 (ポスター) 

識名 里沙，三河内 岳, Zagamiおよび EETA 79001火星隕石中のマスケリナイト加熱実
験から探る衝撃変成過程, 日本鉱物科学会 2019年年会，九州大、福岡, 2019年 9月 
(口頭) 

鈴木庸平、地球と火星の岩石内生命から制約する生命の起源、第 42回日本分子生物学
会年会、2019年 12月、福岡マリンメッセ 【招待講演】 

Suzuki Y. Deep microbial proliferation in Fe, Mg smectite-filled basalt fissures in aged 
oceanic crust: Implications for heterotrophic rock-hosted life. Deep Carbon 2019: 
Launching the next decade of deep carbon science meeting Washington DC, 
October, 2019. 【招待講演】 
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Sase, M. Mita, H., Sizes distribution of proteinoid microspheres with different 
preparation conditions, Asia Oceania Geosciences Society, 16th Annual Meeting 
2019.07 (ポスター) 

Shiromizu, M., Nakagawa, K., Bessho, T. Mita, H., Nucleotides synthesis by UV 
irradiation and preliminary study for experiment on the International Space Station, 
Asia Oceania Geosciences Society, 16th Annual Meeting 2019.07 (ポスター) 

Shiromizu, M., Nakagawa, K., Bessho, Y., Mita, H.. Nucleotide synthesis experiments 
by UV irradiation for “TANPOPO3”, 19th EANA Astrobiology Conference 2019.09  
(ポスター) 

Sase, M., Mita, H., Mass spectrometric analysis of proteinoids in spontaneously self-
assembled microspheres, 19th EANA Astrobiology Conference 2019.09 (ポスター)                                                                                                                                                    

白水まどか、中川和道、別所義隆、三田肇、国際宇宙ステーション曝露部を利用したヌクレ

オチド合成実験の予備検討、2019年度アストロバイオロジーワークショップ 2019.11 
(口頭) 

佐世美帆、三田肇、熱合成プロテノイドの質量分析、2019年度アストロバイオロジーワー
クショップ 2019.11 (口頭) 

白水まどか、中川和道、別所義隆、三田肇、紫外線照射によるヌクレオチド合成実験と宇

宙曝露で使用する反応容器について、生命の起原および進化学会第 45回学術講演会
2020.03 (口頭) 

佐世美帆、三田肇、質量分析で同定したプロテノイド同族体の元素比と重合度の関係、生

命の起原および進化学会第 45回学術講演会 2020.03  (口頭) 
三田肇、アストロバイオロジーへの招待  －化学の目で見る生命の起原研究－、第 58回
九州高等学校理科教育研究会  ＜招待講演＞2019.07 (口頭) 

吉田哲治, 石渡正樹 (2019)陸惑星における完全蒸発状態の発生に関する大気大循環モ
デル実験.日本惑星科学会秋季講演会, 2019 年 10 月 7 日. 

Ishiwatari, M. T. Yoshida, K. Nakajima,Y. O. Takahashi, S. Takehiro, Y.-Y. Hayashi 
(2019)Numerical Experiments on Climate of Land Planets Using an Atmospheric 
General Circulation Model. Planet2/RESCEU Symposium 2019, Oct. 16, 2019. 

Ishiwatari, M., T. Yoshida, K. Nakajima, Y. O. Takahashi, S. Takehiro, Y.-Y. Hayashi, 
Numerical Experiments on Climate of Terrestrial Exoplanets: Aquaplanet and Land 
Planets. The AGU Fall Meeting 2019, Dec. 09, 2019. 

宝田拓也、佐藤文衛、大宮正士、堀安範、藤井通子、視線速度法を用いたプレアデス星団

内における短周期惑星の探索、日本天文学会秋季年会、2019年 9月 11〜13日、熊
本大学、熊本 (口頭) 
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Bun’ei Sato, Doppler planet searches with Okayama 188cm telescope and Seimei 
3.8m telescope, 11th Workshop on Astronomy with Precise Radial Velocity 
Measurements, Oct. 28-29, 2019, Busan, Korea (Oral) 

Takuya Takarada, Radial-velocity search and statistical studies for short-period 
planets in the Pleiades open cluster, 11th Workshop on Astronomy with Precise 
Radial Velocity Measurements, Oct. 28-29, 2019, Busan, Korea (Oral) 

佐藤文衛、HIDES-Fによる矮星、巨星周りの系外惑星探索、2019年度 188cm望遠鏡ワ
ークショップ、2020年 3月 2日、東京工業大学、東京(オンライン開催） (口頭) 

泉浦秀行、HIDES-F この一年、2019年度 188cm望遠鏡ワークショップ、2020年 3月 2
日、東京工業大、東京(オンライン開催） (口頭) 

原川紘季、HIDES-Fの自動一次元化システムについて、2019年度 188cm望遠鏡ワーク
ショップ、2020年 3月 2日、東京工業大学、東京(オンライン開催） (口頭) 

大宮正士、太陽類似星周りの惑星探索と HIDES-F制御ソフトウェアアップデート計画、
2019年度 188cm望遠鏡ワークショップ、2020年 3月 2日、東京工業大学、東京(オン
ライン開催） (口頭) 

安藤和子、福田尚也、赤澤秀彦、佐藤文衛、長谷川椋、泉浦秀行、HIDES-F 運用グルー
プ、共生星 V694 Mon の可視分光観測、日本天文学会春季年会、2020年 3月 16〜
19日、筑波大学、茨城 (口頭) 

北台紀夫,代謝は深海熱水噴出孔で生じた？地球化学から探る生命発生ストーリ―，情報
計算化学生物学会 2019年大会，タワーホール船堀，2019年 10月 22–24日【招待講
演】 

北台紀夫,深海熱水電気化学メタボリズムファーストシナリオを実証する，日本地球化学第
66回年会，東京大学，2019年 9月 17–19日【招待講演】 

Yuichi Ito, Evaporation of rocky exoplanet close to the star, ISSI workshop: Surface 
Bounded Exospheres and Interactions in the Solar System, the International 
Space Science Institute, Bern, January 20 to 24, 2020 

Takanori Kodama, H. Genda, R. O’ishi, A. Aabe-Ouchi, Y. Abe and Jérémy Leconte, 
Inner edge of the habitable zone for dry terrestrial planets, the EPSC-DPS Joint 
Meeting 2019, Geneva. 15-20 September, 2019 

S. Kameda et al., UVSPEX onboard WSO-UV for Earth-like upper atmosphere 
observation, AOGS 2019, Singapore, Invited, 28 July – 2 August, 2019 

横堀伸一、馬場柾、笹本峻弘、松田直樹、橋本ちひろ、村松あやか、佐藤陸、遠藤有紀、

宮下奈津実、丸山真、横川隆志、古川龍太郎、山岸明彦、祖先アミノアシル tRNA 合
成酵素の復元に基づく遺伝暗号の進化の解析、第 21回進化学会年会、札幌、2019年
8月(口頭) 
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横堀伸一、遺伝暗号は進化する、2019年度生命の起原・アストロバイオロジー夏の学校、
横浜、2019年 8月(口頭) 

木賀大介、縮小したアミノ酸セットで生きる生命の設計に向けた合成生物学アプローチ、第

２回 ExCELLSシンポジウム、岡崎、2019年 11月(口頭) 
 
趙方正、古川龍太郎、赤沼哲史、リボソームタンパク質 S8の祖先配列再構成と解析、

2019年度アストロバイオロジーワークショップ、福岡、2019年 12月(口頭) 
古川龍太郎、横堀伸一、山岸明彦、祖先 Class IIアミノアシル tRNA合成酵素のアミノ酸
特異性の推定、2019年度アストロバイオロジーワークショップ、福岡、2019年 12月(口
頭) 

横堀伸一、馬場柾、古川龍太郎、松田直樹、笹本峻弘、横川隆志、山岸明彦、祖先配列復

元とその解析に基づく Class Iaアミノアシル tRNA合成酵素の進化、2019年度アスト
ロバイオロジーワークショップ、福岡、2019年 12月 (口頭) 

赤沼哲史、ほぼ 10アミノ酸種で再構成した酵素の解析、2019年度アストロバイオロジー
ワークショップ、福岡、2019年 12月 (口頭) 

赤沼哲史、古川龍太郎、祖先配列の再構成とタンパク質単純化による原始アミノ酸組成の

探索、第 42回日本分子生物学会年会ワークショップ「地球生命の起源に迫る：分子生
物学と地球化学の融合」、福岡、2019年 12月 (口頭) 

古川龍太郎, 馬場柾, 松田直樹, 笹本峻弘, 横川隆志, 横堀伸一, 山岸明彦、祖先
Class Iaアミノアシル tRNA合成酵素の基質特異性に基づく初期翻訳系の進化、第 42
回日本分子生物学会年会ワークショップ「地球生命の起源に迫る：分子生物学と地球化

学の融合」、福岡、2019年 12月 (口頭) 
木賀大介、種々の遺伝暗号それぞれが発揮できるより広い機能性生体高分子の進化戦

略、第 42回日本分子生物学会年会ワークショップ「地球生命の起源に迫る：分子生物
学と地球化学の融合」、福岡、2019年 12月 (口頭) 

Kiga D., A genetic code with reduced-size alphabet allows directed evolution of a 
highly bioactive Lys-deficient IFN for site-specific di-PEGylation, Cell Free system 
conference, Boston, 2019/12 (ポスター) 

古川龍太郎, 馬場柾, 松田直樹, 笹本峻弘, 横川隆志, 横堀伸一, 山岸明彦、祖先
Class Iaアミノアシル tRNA合成酵素の基質特異性に基づく初期翻訳系の進化、第 42
回日本分子生物学会年会、福岡、2019年 12月 (ポスター) 

Kuroda, T., A. Kamada, K. Toriumi, Y. Kasaba, N. Terada, H. Nakagawa, GCM 
simulations of the present and past water environment on Mars. Japan 
Geoscience Union Meeting 2019, PPS04-08, Makuhari Messe, Chiba, Japan, 26 
May 2019 (口頭) 
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鳥海克成, 鎌田有紘, 黒田剛史, 笠羽康正, 寺田直樹, 中川広務, 村田功, 火星古気候
モデルへの導入に向けた積雲対流スキームの定量的評価, 日本地球惑星科学連合
2019年大会, 幕張メッセ, 2019年 5月 28日. (ポスター発表) 

小山俊吾, 寺田直樹, 中川広務, 黒田剛史, Time response of the self-regulation of H 
and O escapes from Mars, 日本地球惑星科学連合 2019年大会, 幕張メッセ, 2019
年 5月 28日 (ポスター) 

八木亮輔, 寺田直樹, Evolution of atmospheric composition in the early Martian 
atmosphere, 日本地球惑星科学連合 2019年大会, 幕張メッセ, 2019年 5月 28日 
(ポスター) 

Kuroda, T., A. Kamada, N. Terada, Y. Kasaba, DRAMATIC on Mars: 3-Dimensional 
Simulations of Atmospheric Waves, CO2 Snowfall, Water Cycle and Paleoclimate. 
The 4th International Conference on Lunar and Deep Space Exploration (LDSE), 
Zhuhai International Convention and Exhibition Center, Zhuhai, China, 22 July 
2019 【招待講演】 

鎌田有紘, 黒田剛史, 笠羽康正, 寺田直樹, 中川広務, 鳥海克成, 火星古気候の 3 次
元大気圏・水圏結合シミュレーション：タルシス山地による全球水循環への影響, 日本
惑星科学会 2019年秋季講演会, 京都産業大学神山ホール, 2019年 10月 9日 (口
頭) 

鳥海克成, 鎌田有紘, 黒田剛史, 笠羽康正, 寺田直樹, 中川広務, 村田功, 火星古気候
モデルに向けた積雲対流スキームの定量的評価, 日本惑星科学会 2019年秋季講演
会, 京都産業大学神山ホール, 2019年 10月 7日 (ポスター) 

八木亮輔, 寺田直樹, 小山俊吾, 黒田剛史, 中川広務, 村田功, 笠羽康正, 炭素流出が
火星大気組成進化に及ぼす影響: 酸素分圧の変化, 日本惑星科学会 2019年秋季講
演会, 京都産業大学神山ホール, 2019年 10月 7日 (ポスター) 

Kuroda, T., A. Kamada, K. Toriumi, Y. Kasaba, N. Terada, H. Nakagawa, Simulation 
of the Water Environment on the Present and Past Mars Using a Global Climate 
Model. Planet 2/RESCEU Symposium 2019, Bankoku Shinryokan, Okinawa, 
Japan, 15 October 2019 (口頭) 

Koyama, S., N. Terada, H. Nakagawa, T. Kuroda, Stability of atmospheric redox 
states of Mars-like planets inferred from time response of the regulation of H and 
O losses, Planet 2/RESCEU Symposium 2019, Bankoku Shinryokan, Okinawa, 
Japan, 15 October 2019 (ポスター) 

黒田剛史, 鎌田有紘, 鳥海克成, 笠羽康正, 寺田直樹, 中川広務, 火星古気候の大気・
水圏結合モデリング：Valley network再現に向けて, 第 146回地球電磁気・地球惑星
圏学会総会および講演会, 熊本市国際交流会館, 2019年 10月 24日 (ポスター) 
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Kuroda, T., A. Kamada, Y. Kasaba, N. Terada, H. Nakagawa, K. Toriumi, A Coupled 
Atmosphere–Hydrosphere Global Climate Model of Early Mars: Reproduction of 
the ‘Cool and Wet’ Scenario and the Formation of Water Channels, AGU Fall 
Meeting 2019, Moscone Center, San Francisco, USA, 9 December 2019 (ポスター) 

Koyama, S., N. Terada, H. Nakagawa, T. Kuroda, Stability of atmospheric redox 
states of early Mars inferred from time 4 response of the regulation of H and O 
losses, AGU Fall Meeting 2019, Moscone Center, San Francisco, US, 9 December 
2019 (ポスター) 

Yagi, R., N. Terada, S. Koyama, T. Kuroda, H. Nakagawa, I. Murata, Y. Kasaba, The 
influence of carbon escape on the evolution of the Martian atmosphere, AGU Fall 
Meeting 2019, Moscone Center, San Francisco, US, 9 December 2019 (ポスター) 

Y. Kebukawa, M. Koga, I. Sakon, I. Endo, K. Kobayashi, M. Matsuoka, M. Ito, M. E. 
Zolensky, C. M. O’D. Alexander, H. Mita, and H. Yano. Space exposure 
experiments of carbonaceous chondrites, chondritic organic matter and its 
analogues in Tanpopo2, astrobiology space mission on ISS. 82nd Annual Meeting 
of The Meteoritical Society, Sapporo, Japan, July 7-12, 2019 

V. S. Airapetian, G. Gronoff and K. Kobayashi, Building Blocks of Life on Early Earth 
and Mars Under the Young Sun, 2019 AGU Fall Meeting, San Francisco, CA, 
USA, December 9-13, 2019. 

K. Kobayashi, Abiotic Formation of Amino Acid Precursors and Carboxylic Acids in 
Primitive Planetary Atmosphere by Cosmic Rays and Solar/Stellar Energetic, ISSI 
International Team #464（ETERNAL Team) Meeting, Bern, Switzerland, October 
10, 2019 【招待講演】 

Shiromizu, M., Nakagawa, K., Bessho, Y. and Mita, H., Nucleotides synthesis by UV 
irradiation and preliminary study for experiment on the International Space Station, 
AOGS, シンガポール国際会議場, 2019.7.28-8.2  

Miho Sase, Hajime Mita. Sizes distribution of proteinoid microspheres with different 
preparation conditions, AOGS, シンガポール国際会議場, 2019.7.28-8.2  

Mita Hajime, Yano Hajime, Sakon Itsuki, Kobayashi Kensei, Kebukawa Yoko, 
Nakagawa Kazumichi,Endo Izumi, Tomita-Yokotani Kaori, Kimura Shunta, Ong 
Midori, Kato Hiroshi, Abe Tomko, Yokoo Takuya, Sato Tomohiro, Nakayama Miki, 
Yokobori Shin-ichi, Yamagishi Akihiko, Exposure Experiments in the 2nd 
Japanese Astrobiology Experiment, Tanpopo2, EANA, オレレアン大学, 2019.9.03-
09  
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Madoka Shiromizu, Kadumichi Nakagawa, Yoshitaka Bessho, Hajime Mita, 
Nucleotide synthesis experiments by UV irradiation for "TANPOPO3", EANA, オレ
レアン大学, 2019.9.03-09  

Miho Sase, Hajime Mita, Mass spectrometric analysis of proteinoids in spontaneously 
self-assembled microspheres, EANA, オレレアン大学, 2019.9.03-09  

Madoka SHIROMIZU, Kazumichi NAKAGAWA, Yoshitaka BESSHO, Hajime MITA, 
Nucleotide Synthesis by UV Irradiation and Preliminary Study for Experiment on 
the International Space Station, AOGS 16th Annual Meeting, Singapore, 
2019/7/28-2019/8/2 (ポスター) 

Shin-ichi Yokobori, Yuko Kawaguchi, Jun Yatabe, Daisuke Fujiwara, Risako Hayashi, 
Iori Kinoshita, Yuka Murano, Mio Shibuya, Issay Narumi, Hirofumi Hashimoto, and 
Akihiko Yamagishi, Survival and DNA Damage of Deinococcal Species in Space: 
Three Years of Microbe Space Exposure Experiment of Tanpopo Mission at 
Exposure Facility of Japanese Experiment Module of International Space Station, 
EANA Astrobiology Conference, Orleans, France. 3-6 Sep. 2019 

Akihiko Yamagishi, Hirofumi Hashimoto, Hajime Yano, Yuko Kawaguchi, Shin-ichi 
Yokobori, Kensei Kobayashi, Hajime Mita, Hikaru Yabuta, Masumi Higashide, 
Makoto Tabata, Hideyuki Kawai, and Eiichi Imai. Secondary-year Report of 
Tanpopo: Astrobiology Exposure and Micrometeoroid Capture Experiments at ISS. 
32nd ISTS International Symposium on Space Technology and Science, Fukui, 
Japan, June 15-21, 2019 

Yoshitaka YOSHIMURA, Akihiko YAMAGISHI, Takehiko SATOH, Atsuo MIYAKAWA, 
Satoshi SASAKI, Kensei KOBAYASHI, Yoko KEBUKAWA, Keigo ENYA, Hikaru 
YABUTA, Hajime MITA, Eiichi IMAI, Takeshi NAGANUMA, Kazuhisa FUJITA, and 
Tomohiro USUI. Development of Life Detection Microscope (LDM) for the 
signature of life search by in situ imaging of living cells on Mars surface. 32nd 
ISTS International Symposium on Space Technology and Science, Fukui, Japan, 
June 15-21, 2019 

S. Sasaki, Y. Yoshimura, K. Enya, A. Miyakawa, K. Fujita, T. Usui, S. Ohno, A. 
Yamagishi and S. S. Limaye. Life Detection Microscope for Cloud Layer Particles. 
VENERA-D Landing Sites Selection and Cloud Layer Habitability Workshop 2019, 
Moscow, Russia, 2-5 October, 2019. 

横尾 卓哉，佐藤 智仁, 左近 樹, 中川 和道, 矢野 創, 中山 美紀, 三田 肇, 癸生川 
陽子, 小林 憲正. たんぽぽ２におけるアミノ酸関連分子の宇宙曝露. 宇宙生物科学
会，千葉市文化センター，2019年 9月 20-23日 
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矢野創，三田肇，左近樹，癸生川陽子，小林憲正, 富田-横谷香織，遠藤いずみ，中川和
道，田端誠，中山美紀, 横尾卓哉，佐藤智仁，古賀優志，寺澤開，伊藤元雄，兒玉優，
松岡萌, 加藤浩，木村駿太，安部智子，オン碧，藤島晧介, 新井和吉，奥平恭子，佐々
木聰，高井研，冨田勝，小平聡，内堀幸男, 今井栄一，橋本博文, 横堀伸一，山岸明
彦. きぼう曝露部でのアストロバイオロジー実験「たんぽぽ２」宇宙生物科学会，千葉市
文化センター，2019年 9月 20-23日 

Takuya Yokoo, Tomohito Sato, Itsuki Sakon, Kazumichi Nakagawa, Hajime Yano, 
Miki Nakayama, Hajime Mita, Yoko Kebukawa, Kensei Kobayashi, Design of 
space exposure experiments of organic matter in Tanpopo 2, 日本地球惑星科学連
合 2019年大会, 幕張メッセ, 千葉, 2019年 5月 26－30日 

Tomohito Sato, Soushi Kuramoto, Takuya Yokoo, Satoshi Yoshida, Isao Yoda, 
Hitoshi Fukuda, Yoshiyuki Oguri, Hajime Mita, Kazuhiro Kanda, Hiromi Shibata, 
Jun-ichi Takahashi, Yoko Kebukawa, Kensei Kobayashi, Stability of Amino Acid 
Precursors in Simulated Extraterrestrial Environments, 日本地球惑星科学連合
2019年大会, 幕張メッセ, 千葉, 2019年 5月 26－30日 

小林憲正，横堀伸一，春山純一，UZUME計画：月縦穴環境を用いる宇宙実験への期待，
第 63回宇宙科学技術連合講演会，徳島，2019年 11月 8日 

小林憲正，生命の起源を宇宙に探る，日本地球惑星科学連合 2019年大会，千葉，2019
年 5月 27日 【招待講演】. 

三田肇、矢野創、左近樹、小林憲正、癸生川陽子、遠藤いずみ、横谷香織、木村駿太、オ

ン碧、加藤浩、安部智子、横尾卓哉）、佐藤智仁、中川和道、中山美紀、横堀伸一、山

岸明彦、奥平恭子、たんぽぽ２研究チーム、 アストロバイオロジー実験２「たんぽぽ２」
の概要報告、 宇宙科学シンポ、宇宙科学研究所、 2020.01.08-09  

横尾卓哉、佐藤智仁、左近樹、中川和道、矢野創、中山美紀、三田肇、癸生川陽子、小林

憲正、 たんぽぽ、たんぽぽ 2計画における有機物曝露実験、 アストロバイオロジワー
クショップ、 福岡工業大学、 2019.11.30-12.01 

佐藤智仁、倉本想士、吉田聡、依田功、福田一志、小栗慶之、三田肇、神田一浩、柴田裕

実、高橋淳一、癸生川陽子、小林憲正、 種々の模擬宇宙環境におけるアミノ酸前駆体
の安定性、 アストロバイオロジーワークショップ、福岡工業大学、 2019.11.30-12.01 

白水まどか、中川和道、別所義隆、三田肇、 国際宇宙ステーション曝露部を利用したヌク
レオチド合成実験の予備検討、 アストロバイオロジーワークショップ、福岡工業大学、
2019.11.30-12.01  

佐世美帆、三田肇、 熱合成プロテノイドの質量分析、 アストロバイオロジーワークショッ
プ、 福岡工業大学 2019.11.30-12.01  
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三田肇、矢野創、左近樹、小林憲正、癸生川陽子、中川和道、遠藤いずみ、横谷香織、木

村駿太、オン碧、加藤浩、横尾卓哉、佐藤智仁、中山美紀、横堀伸一、山岸明彦、 アス
トロバイオロジー実験「たんぽぽ２」、 アストロバイオロジーワークショップ、福岡工業大
学、2019.11.30-12.01  

中山美紀、三田肇、倉本想士、佐藤智仁、小林憲正、 複雑有機物の質量解析、 アストロ
バイオロジーワークショップ、福岡工業大学、 2019.11.30-12.01  

白水まどか、中川和道、別所義隆、三田肇、 紫外線照射によるヌクレオチド合成、 生命
の起原および進化学会、早稲田大学、2019.3.9-11  

佐世美帆、三田肇、 熱合成プロテノイドの生成機構の検討、 命の起原および進化学会、
早稲田大学、2019.3.9-11  

三田肇、 アストロバイオロジーへの招待 －化学の目で見る生命の起原研究－、九州高
等学校理科教育部会化学部門、2019.8 【招待講演】 

三田肇、 うちゅうじんをさがす －宇宙実験「たんぽぽ」ー、 大分県小年少女体験スペー
ス O-Labo、 体験講座、 2019.9. 

Hajime Yano, K. Yamamoto, E. Minakami, M. Eitel, S. Sasaki, J. Imani, K. Okudaira, 
M. Higashide, E. Imai, Y. Kawaguchi, Yoko Kebukawa, H. Mita, M. Nishi, T. 
Noguchi, Makoto Tabata, A. Tsuchiyama, Hikaru Yabuta, K. Arai, H. Hashimoto, 
Kensei Kobayashi, A. Yamagishi, Meteoroid and debris impact flux in low earth 
orbit witnessed by the Tanpopo Capture Panels onboard the ISS in 2015-2017. 日
本地球惑星科学連合 2019年大会, 幕張, 2019年 5月 26-30日 

Tomoka Okada, Yoshitaka Yoshimura, Atsuo Miyakawa, Yuka Murano, Shin-ichi 
Yokobori, Akihiko Yamagishi, Kensei Kobayashi, Yoko Kebukawa, Discrimination 
of organic compounds and mineral particles by fluorescent microscopy for the 
detection of Martian life, 日本地球惑星科学連合 2019年大会, 幕張, 2019年 5月
26-30日 

Kyoko Okudaira, Yuto Toda, Takashi Sonoke, Yuichi Yaguchi, Masashi Yoshida, 
Junya Imani, Satoshi Sasaki, Hajime Yano, Hirohide Demura, Makoto Tabata, 
Akihiko Yamagishi, Application of Machine learning and software development for 
initial analysis in the TANPOPO mission, 日本地球惑星科学連合 2019年大会, 幕
張, 2019年 5月 26-30日 

Akihiko Yamagishi, Hirofumi Hashimoto, Hajime Yano, Shin-ichi Yokobori, Kensei 
Kobayashi, Hajime Mita, Hikaru Yabuta, Masumi Higashide, Makoto Tabata, 
Hideyuki Kawai, Eiichi Imai, The third-year sample return of Tanpopo: Capture and 
Exposure Experiment of Micrometeorite and Microbes on Exposure Facility of 



102

International Space Station, 日本地球惑星科学連合 2019年大会, 幕張, 2019年 5
月 26-30日 

Mizuho Nishi, Akira Tsuchiyama, Hajime Yano, Hikaru Yabuta, Kyoko Okudaira, 
Junya Matsuno, Masayuki Uesugi, Uesugi Kentaro, Nakano Tukasa, Takaaki 
Noguchi, Mita Hajime, Akihiko Yamagishi. Structure analysis of the hyper velocity 
impact tracks of the particles captured by silica aerogel on the International Space 
Station. 日本地球惑星科学連合 2019年大会, 2019年 5月 26-30日、幕張 

山岸明彦、宇宙での生命の起源と生命探査、大隅基礎科学創製財団 第１回 感謝の集
い、東京 如水会館、2019年 7月 26日【招待講演】 

山岸明彦、「たんぽぽ計画」の現状と将来―国際宇宙ステーションでの宇宙塵中有機物と
微生物の捕集と曝露実験―」、第 56回 アイソトープ・放射線研究発表会、東京 東京
大学弥生講堂、2019年 7月 3-5日【特別講演】 

山岸明彦，橋本博文，矢野 創，河口優子，横堀伸一，小林憲正，三田 肇，藪田ひかる，
東出真澄，田端 誠，河合秀幸，今井栄一, 「有機物・微生物の宇宙曝露と宇宙塵・微生
物の捕集（たんぽぽ）」の初期解析の現状, アストロバイオロジー・ワークショップ、福
岡、2019年 11月 30日—12月 1日 

山岸明彦，橋本博文，矢野 創，河口優子，横堀伸一，小林憲正，三田 肇，藪田ひかる，
東出真澄，田端 誠，河合秀幸，今井栄一, 有機物・微生物の宇宙曝露と宇宙塵・微生
物の捕集（たんぽぽ）３年目試料解析報告．第 63回宇宙科学技術連合講演会、徳島、
2019年 11月 6-8日 

山岸明彦, ‘きぼう’曝露部でのアストロバイオロジー実験実施や惑星保護等を通した宇宙
生物科学への貢献, 宇宙生物科学会 第 33回大会、千葉、2019年 9月 21-22日【受
賞講演】 

山岸明彦, 国際宇宙ステーションでの微生物曝露実験「たんぽぽ」, 宇宙微生物研究報告
会, 東京, 2019年 8月 29日 

山岸明彦，橋本博文，矢野 創，河口優子，横堀伸一，小林憲正，三田 肇，藪田ひかる，
東出真澄，田端 誠，河合秀幸，今井栄一, 有機物・微生物の宇宙曝露と宇宙塵・微生
物の捕集（たんぽぽ）の概要と曝露試料の解析の現状, 極限環境生物学会第 20回大
会, 京都, 2019年 11月 16-17日 

山岸明彦, 生命の起源：なにがどこまでわかったか, 細胞を創る研究会、松山、2019年
10月 16-17日 【基調講演】 

山岸明彦, 宇宙における地球生命探査と生命の起源, 多摩美術大学国際シンポジウム
『活動する物質』、八王子、2019年 6月 7日  【招待講演】 

山岸明彦、生命の起源と進化－変遷する地球環境の中で、朝日カルチャー、大統合自然

史「138億年を貫く視点」、横浜、2019年 7月 13日 
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山岸明彦､Gateway研究例紹介：アストロバイオロジー、ヘラクレス DSGシンポジウム、
東京、2019年 7月 13日 

山岸明彦、生命の起源に関するレビュー、リンと生命の起源研究会、2019年 9月 2—3
日、東京. 【招待講演】 

山岸明彦、 地球上の沢山の生物、これら等はどう違うのか、たくさんの生物はどのように
進化したのか、立川市民交流大学講座「地球環境の変化と生物進化の起因を探る」、立

川、 2019年 10月 5日 
山岸明彦、地球の生命はどのように誕生したのか。初の生命はどのような生命か. 立川市
民交流大学講座「地球環境の変化と生物進化の起因を探る」、立川、 2019年 10月
19日 

山岸明彦、地球環境の変化と生物進化. 立川市民交流大学講座「地球環境の変化と生物
進化の起因を探る」、立川、 2019年 11月 16日 

山岸明彦、太陽系の地球以外の惑星に生命はないのか. 立川市民交流大学講座「地球環
境の変化と生物進化の起因を探る」、立川、 2019年 11月 30日 

Kazumichi Nakagawa, Yudai Izumi, Hajime Mita, Hirofumi Hashimoto, Hajime Yano 
and Akihiko Yamagishi, Direct determination of accumulated vacuum ultraviolet 
radiation dose at International Space Station during 2015‐2018 measured with 
alanine dosimeter, 第 23 回産業科学研究所国際シンポジウム「宇宙時代の産業科
学」(The 23rd SANKEN International Symposium “Scientific and Industrial 
Research for Space Age”), Awaji Yumebutai, Japan, 9-10 January, 2020 

木村駿太、「たんぽぽ計画における陸棲藍藻 Nostoc sp. HK-01の宇宙曝露実験」、『き
ぼう利用ミニワークショップ: 宇宙微生物研究の成果と未来への展望』、日本橋、2019
年 8月. 

Yabuta H., Ikehara M., Tatsumi E., Sugita S., Yamashita S., Mogi K., Amano K., 
Matsuoka M., Kobayashi S. and Nakamura T. Relationship between visible 
reflectance at 550 nm and carbon contents in carbonaceous chondrites: Attempt to 
estimate the bulk carbon contents of asteroid Ryugu’s surface. The 82nd annual 
meeting of the Meteoritical Society, 北海道大学, 2019年 7月 7日～12日 (口頭) 

Yabuta H. and Organic macromolecules initial analysis sub-team. Chemical History 
of Organic Macromolecules in the Early Solar System: Scientific Strategy and 
Expected Insights from Asteroid Ryugu. Asteroid Science 2019, Tucson, 2019年
11月 5日～7日 (口頭) 

Yabuta H., Tachibana S., Abe M., Yoshikawa M., Watanabe S., Tsuda Y. and 
Hayabusa2 Science Team. Prospects for future analyses of the returned asteroid 
samples in light of the observation results obtained by Hayabusa2 and OSIRIS-
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REx missions. American Geological Union Fall meeting 2019, San Fransisco, 
2019年 12月 9日～13日, 【招待講演】 

Kato H. and Yabuta H., Polycyclic aromatic hydrocarbons and aliphatic hydrocarbons 
in Jbilet Winselwan carbonaceous CM chondrite, a possible analog of asteroid 
Ryugu’s surface. The 82nd annual meeting of the Meteoritical Society, 北海道大
学，2019年 7月 7日～12日 (ポスター) 

藤谷渉, 熱変成作用を受けた CM コンドライト Jbilet Winselwan隕石の加熱源について. 
日本惑星科学会 2019年秋季講演会, 京都産業大学, 2019年 10月 7日～9日 (口
頭) 

Arakawa M., Saiki T., Wada K., Watanabe S., Sugita S., Tatsumi E., Tachibana S. 
and Hayabusa 2 SCI team. The structure and strength of Ryugu's surface layer 
inferred from the SCI crater. The 3rd joint meeting of Regolith and Multi-scale 
asteroid science meeting, 宇宙科学研究所，2019年 10月 2日 (口頭) 

Tachibana S. and Hayabusa 2 Sampler team. Sample acquisition at Ryugu. The 3rd 
joint meeting of Regolith and Multi-scale asteroid science meeting, 宇宙科学研究
所， 2019年 10月 2日 (口頭) 

Schroeder S., Otto, K., Schmitz N., Greshake A., Scholten, F., Trauthan F., Scharf, 
H. and Jaumann R. Studying inclusion diversity in carbonaceous chondrites with 
MASCam, The 3rd joint meeting of Regolith and Multi-scale asteroid science 
meeting, 宇宙科学研究所， 2019年 10月 2日 【招待講演】 

Arai T., Multi-scale science for "dust particles delivered to the Earth and their parent 
bodies" to be addressed by DESTINY+. The 3rd joint meeting of Regolith and 
Multi-scale asteroid science meeting, 宇宙科学研究所， 2019年 10月 2日 (口頭) 

Grott M., Knollenberg J., Hamm M., Biele J. and the MARA Team. Thermal 
Conductivity and Porosity of Ryugu's Dark and Rugged Boulders. The 3rd joint 
meeting of Regolith and Multi-scale asteroid science meeting, 宇宙科学研究所， 
2019年 10月 2日 (口頭) 

Nittler L. Abundances of presolar grains in CM and related chondrites. The 3rd joint 
meeting of Regolith and Multi-scale asteroid science meeting, 宇宙科学研究所， 
2019年 10月 2日 (口頭) 
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5-11 連携研究による著書 
Yoshimura, Y. The Search for Life on Mars. In Astrobiology – From the Origins of Life 

to the Search for Extraterrestrial Intelligence. (Eds. Yamagishi, A. et al.), pp.367 -
382. Springer, 2019. 

Ayukawa S, Enomoto T, Kiga D. RNA world. In: Astrobiology - From the Origins of 
Life to the Search for Extraterrestrial Intelligence (Eds. Yamagishi A., Kakegawa 
T., Usui T.), Springer, pp. 77–90 (2019) 

Akanuma S. The common ancestor of all modern life. In: Astrobiology - From the 
Origins of Life to the Search for Extraterrestrial Intelligence (Eds. Yamagishi A., 
Kakegawa T., Usui T.), Springer, pp. 91–103 (2019) 

Yokobori S, Furukawa R. Eukaryotes appearing. In: Astrobiology - From the Origins 
of Life to the Search for Extraterrestrial Intelligence (Eds. Yamagishi A., Kakegawa 
T., Usui T.), Springer, pp. 105–121 (2019) 

Possible Scenarios for Homochirality on Eartrh, Ed. by M. Fujiki, MDPI Books, Basel 
(2019.11), pp. 1-11 (Origin of Terrestrial Bioorganic Homochirality and Symmetry 
Breaking in the Universe, by J. Takahashi and K. Kobayashi). ISBN 978-3-03921-
722-9. 

Yamagishi, Akihiko, Kakegawa, Takeshi, Usui, Tomohiro, Editors. Astrobiology: From 
the Origins of Life to the Search for Extraterrestrial Intelligence. 465 pages. 
Springer Nature, Singapore (2019) 

Yamagishi, Akihiko. What Is Astrobiology? In Yamagishi, Akihiko, Kakegawa, 
Takeshi, Usui,Tomohiro, Editors. Astrobiology: From the Origins of Life to the 
Search for Extraterrestrial Intelligence. pp. 3-7. Springer Nature, Singapore (2019) 

山岸明彦 大気圏上空および宇宙空間における微生物の探索 今中忠行監修 普及版「極
限環境生物の産業展開」シーエムシー出版 p. 281-287(2019) 

山岸明彦、高井研. 対論！生命誕生の謎 インターナショナル新書 集英社インターナショ
ナル．187ページ（2019） 

 
 
5-12 連携研究による一般講演・解説・受賞・その他 
飯野孝浩，メディア記事（2020年 2月，日経新聞，日刊工業新聞，アストロアーツ（ウェブ
サイト），フォーブス（ウェブサイト） 

清水義宏, 松浦友亮 (2019) タンパク質合成と数理モデル. 生物工学 97: 492-495. （解
説） 
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野口高明,一般講演「太陽系小天体研究への招待」令和元年度科学技術コンテスト特別講
演，九州大学伊都キャンパス，2019/12/15 

新原隆史,一般講演 東京大学総合研究博物館 HandsOn10 研究のモノ語りにふれるハ
ンズオン・ギャラリー 

吉村義隆. 火星の微生物を探る生命探査顕微鏡. ぶんせき, 2019, 2019.10: 474-477. 
平野照幸，「太陽系外惑星」，天文年鑑 2020年版，p.304-313 （解説） 
Ramses Ramirez,The Next 10 Years, An Introduction to the Decadal Survey: Mars 
The Planetary Report Volume 40, No.1, p. 16-17 March Equinox 2020 
Ramses Ramirez,The Next 10 Years: Continuing our Solar System Tour, Planetary 

Radio, April 1, 2020(radio podcast) 
Ramses Ramirez,Everything Changes: The Rise and Fall of the Northern Ocean of 

Mars,Many Worlds April 1, 2020 
鈴木庸平、平成 31年 地球惑星科学振興 西田賞 受賞、日本地球惑星科学連合 
鈴木庸平、岩の中で生きる微生物は始原的？それとも究極の進化形？、日本地球惑星科

学連合 高校生のための冬休み講座 2019、公益社団法人日本地球惑星科学連合
（JpGU）、東京大学本郷キャンパス、2019年 12月 27日 

佐藤文衛、188cm望遠鏡と HIDESで見つける太陽系外惑星、京都大学岡山天文台 特
別公開 2019、2019年 10月 5日、浅口（岡山）、一般講演 

北台紀夫，深海熱水噴出孔で起こる電気化学反応－生命誕生を駆動する新たなメカニズ

ムの提案, 化学, 74, 12–16 (2019). 【解説記事】 
木賀大介「ゲノム合成で遺伝暗号表を書き換える」 実験医学 2019年 11月号[解説記事] 
山岸明彦 国際宇宙ステーション「たんぽぽ計画」について——宇宙塵中有機物と微生物
の捕集と曝露実験——Isotope News 12月号 No. 766, p. 6-9 (2019) 

野口克行, 木村駿太. 宇宙における生命の起源と生命探査：惑星科学フロンティアセミナ
ー 2018参加報告. 日本惑星科学会誌, 28(2), 153-156, 2019. （依頼原稿・査読無） 

(翻訳) ズーム・イン・ユニバース ケイレブ・シャープ著 佐藤やえ訳、渡部潤一/川上紳一/
山岸明彦/小芦雅斗=監修、220ページ、みすず書房 2019 

小林憲正, 宇宙生命科学, 御堂さん，2019年 5月号, 16, 2019. 
山岸明彦, ニュートン別冊「銀河のすべて」p. 146-159, 地球外知的生命を探しだそう！

Part 2. 宇宙人はどれくらいいる？, 2019年 12月 5日 
山岸明彦, ニュートン別冊「銀河のすべて」p. 160-173, 地球外知的生命を探しだそう！

Part 3. 隣の恒星系を目指せ！, 2019年 12月 5日 
山岸明彦, 小林憲正, 第二章 「生命の起源」を探す、藤崎慎吾著 我々は生命を創れる
か、Blue Backs講談社, 2019年８月 20日 
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山岸明彦, Yahoo Japanニュース：ノーベル生理学・医学賞受賞者の大隅良典氏が理事
長を務める「大隅基礎科学創成財団」が講演会を開催, 2019年７月 30日 

山岸明彦, 小林憲正,宇宙人はいるのですか，読売 KODOMO新聞, 2019年 8月 26日 
Tony Z. Jia, Tony Z. Jia and his drive to grow astrobiology in Asia, ELSI Blog, 2020 

Feb. 26 
 
（特許）  
亀田真吾、佐藤允基、池澤祥太、光学機器に使用するための鏡をプレートに接着させる方

法、特許第 6562341号, 2019/8/2 
 
（受賞）  
山岸明彦 日本宇宙生物科学会 功績賞 2019年 9月 22日「きぼう曝露部でのアストロ
バイオロジー実験および惑星保護活動」 

木村駿太、湯本絵美、宮本皓司、中嶋正敏、浅見忠男、横谷香織、「陸棲藍藻 Nostoc sp. 
HK-01における植物生長調節物質生産とその宇宙利用」、宇宙生物科学会第 33回大
会、P11、千葉、2019年 9月（優秀発表賞受賞） 

 
（研究会主催・共催・その他 ） 
第 42回日本分子生物学会年会ワークショップ「地球生命の起源に迫る：分子生物学と地
球化学の融合（オーガナイザー：横堀伸一、加藤真悟）」、福岡[研究会共催]、2019年
12月 
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６．財務  

  
令和元年度の予算・決算の状況            (円)  

 収入  予算額  決算額  差額(予算額−決算額)  

運営費交付金 322,409,000 393,998,695 -71,589,695 

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 0 27,120,132 -27,120,132 

 合計  322,409,000 421,118,827 -98,709,827 

  
支出  予算額  決算額  差額(予算額−決算額)  

業務費：研究教育費  322,409,000 391,354,416 -68,945,416 

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 0 27,120,132 -27,120,132 

合計  322,409,000 418,474,548 -96,065,548 

  

収入−支出  
予算額  決算額  差額(予算額−決算額)  

0 2,644,279 -2,644,279 
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７．外部資金 

 

戦略的創造研究推進事業 

研究期間 研究課題 研究代表者 
H30 年度交付額（単位：千円） 

直接経費 間接経費 合計 

さきがけ 

H29-R2 
多色同時撮像観測と高精度解析による

第二の地球たちの探査 
成田 憲保 11,700 3,510 15,210 

 

科学研究費補助金 

研究期間 研究課題 研究代表者 
H30 年度交付額（単位：千円） 

直接経費 間接経費 合計 

新学術領域研究（研究領域提案型） 

R1-R2 
原始惑星系円盤における岩石型惑星形

成領域の高空間分解能観測 
橋本 淳 1,000 300 1,300 

基盤研究（B） 

H30-R2 
観測と理論の連携による小型低質量系

外惑星の基本的性質の解明 
成田 憲保 3,400 1,020 4,420 

 

学術研究助成基金助成（基金） 

研究期間 研究課題 研究代表者 
H30 年度交付額（単位：千円） 

直接経費 間接経費 合計 

基盤研究（C） 

R1-R4 
葉脈(維管束)の形成・パターン多様性に

関する数理的研究 
藤田 浩徳 300 90 390 

R1-R3 
複素環式化合物の生成経路の理論的解

明と電波観測による実証 
鈴木 大輝 1,900 570 2,470 

R1-R5 
磁気的環境から俯瞰する星形成の初期

物理状態 
神鳥 亮 800 240 1,040 

 

※クロスアポイントメントの分は除く。 
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８. 大学院教育 

 

平成３０年度から、総合研究大学院大学(総研大)とアストロバイオロジーセンターとの間

で連携協定を締結し、アストロバイオロジーセンターの教員が総研大の客員教員として、大

学院生を受け入れている。また、東京大学の学生指導も行っている。 

 

8-1 大学院生 

 

第３学年 

大学院学生 指導教員 研究課題 

笠木 結 小谷 隆行 
近赤外線視線速度法による M 型星まわりの地球型惑星の

研究 

 

第４学年 

大学院学生 指導教員 研究課題 

石川 裕之 
青木 和光 

小谷 隆行 

将来的に地球外生命の発見を目指した、天文観測による太

陽系外惑星探査・精査 

渡辺 紀治 
成田 憲保 

臼田 知史 
観測による多様な系外惑星の軌道進化の研究 

 

※クロスアポイントメントの分は除く 
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９．公開事業 

 

日程 名称 場所 参加者 

2019 年 

8 月 24 日 

第28回自然科学研究機構シンポジウム 

「SF/未来/科学技術」 (共催) 
国際交流会議場 139 名 

10 月 25 日 

〜10 月 26 日 
三鷹・星と宇宙の日 2019 (共催) 国立天文台 4,113 名 

2020 年 

3 月 

第29回自然科学研究機構シンポジウム 

※新型コロナウィルス感染拡大防止のため中止 
--- (中止) 

 

 

１０. 海外渡航 

H３１/R1 年度：研究員及び研究教育職員の海外渡航 

国・地域名 海外出張 

アメリカ合衆国 18 

ベルギー 2 

アイスランド 3 

カナダ 2 

ギリシャ 1 

イギリス 1 

オランダ 1 
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１１. 年間記録 

 

平成３１年度/令和元年度 

2019 年 

6 月 14 日〜6 月 20 日 
第 17 回運営委員会（メール審議） 

7 月 26 日 
第 18 回運営委員会 

（於：自然科学研究機構事務局会議室） 

8 月 24 日 
第 28 回自然科学研究機構シンポジウム 

「SF/未来/科学技術」（於：国際交流会議場） 

9 月 25 日〜9 月 30 日 第 19 回運営委員会（メール審議） 

10 月 4 日 IRD-SSP キックオフミーティング 

10 月 21 日〜10 月 25 日 In the Spirit of Lyot 2019 

10 月 25 日〜10 月 26 日 
三鷹・星と宇宙の日 2019 (於：国立天文台，主催：国立天文

台, ABC 東京大学,総合研究大学院大学)  

11 月 23 日〜11 月 29 日 第 20 回運営委員会（メール審議） 

12 月 5 日〜12 月 6 日 
令和元年アストロバイオロジーセンターシンポジウム 

（於：国立天文台） 

12 月 23 日〜12 月 27 日 第 21 回運営委員会（メール審議） 

2020 年 

1 月 30 日〜2 月 5 日 
第 22 回運営委員会（メール審議） 

2 月 21 日〜2 月 22 日 

第８回宇宙における生命ワークショップ「令和元年度プロジ

ェクト/サテライト成果発表会 

（於：味覚糖 UHA 館 TKP 浜松町 CC） 

3 月 5 日 第 23 回運営委員会（於：Zoom 会議） 
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所在地： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アクセス方法： 

JR 武蔵境駅から 

 小田急バス 境 91 

  バス乗り場「武蔵境駅南口 3 番」から「天文台前」で降車 

 

京王線調布駅から 

 小田急バス 境 91/鷹 51 

  バス乗り場「京王調布駅北口 11 番」から「天文台前」で降車 

 京王バス 武 91 

  バス乗り場「京王調布駅北口 12 番」から「天文台前」で降車 

 

 

住所：〒181-8588 

東京都三鷹市大沢 2-21-1, 国立天文台三鷹キャンパス内 

自然科学研究機構 アストロバイオロジーセンター 

 

Tel: (0422) 34-4066 （ABC 窓口) 

e-mail: abc-office@nao.ac.jp 

URL: http://abc-nins.jp 
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(岡崎分室) 

住所：〒444-8585 

愛知県岡崎市明大寺町字西郷中 38, 

基礎生物学研究所 明大寺キャンパス内 



【裏表紙説明】
　ハビタブルゾーンにある地球型惑星の地表イメージ。右上の分子は光合成に必要なクロ
ロフィル。地表に植物が繁茂していれば、植物による特徴的な反射スペクトルが見えるか
もしれない。

Credit: Astrobiology Center
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